
同
窓
生
の
コ
ラ
ム

卒
業
生
た
ち
の
今

❼❻

創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
報
告
❾❽

縣
陵
ナ
ウ
!

『
創
立
百
周
年
を
祝
し
て
』

着
任
の
ご
挨
拶

❷

新
学
校
長

腰
原
智
達

日
本
動
物
学
会
で
成
果
を
発
表
！

猛
禽
類
を
追
い
か
け
て

文
部
科
学
省・こ
ど
も
家
庭
庁・総
務
省
の
3
省
庁
に
訪
問
！

I
C
T
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
2
0
2
3
最
終
報
告
会 ❷
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100周年を迎え新たな章へ歩み出した母校の『いま』を伝える
卒業生３万名を超えた県陵同窓会員情報誌!

「
楽
し
い
」っ
て
、最
強

課
題
探
究
発
表
会「KENRYO

 Researchers GRAND-PRIX

」（
K
R
G
P
）開
催 13

縣
陵
の
学
び
を
支
援
す
る
会

縣
陵
新
世
紀
へ12

縣
陵
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
発
表

16

同
窓
会
報
の

配
布
変
更
に
つ
い
て

16

1
0
1
ペ
ー
ジ
目
へ
の
挑
戦

前
学
校
長

德
永
佳
代

創立100周年記念事業完遂の年に!
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同
窓
会
長高

　
回
　
望
月
　
雄
内

13

令
和
6
年
は
、
激
震
に
見
舞
わ
れ

た
能
登
の
悲
嘆
極
ま
り
な
い
惨
状
で
、

波
乱
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
被

害
内
容
が
知
れ
る
に
渡
り
事
の
甚
大

さ
に
お
の
の
き
、
無
慈
悲
な
自
然
の

力
を
恨
め
し
く
思
い
な
が
ら
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
へ
は
心
か
ら
哀
悼
と
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
待
望
の
母
校
創
立
百
周

年
記
念
事
業
の
式
典
が
、
ま
つ
も
と

市
民
芸
術
館
に
お
い
て
1
6
0
0
余

名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
5
年
前
か
ら
学
校
と
協

力
し
て
準
備
に
入
り
、
県
陵
が
、
魅

力
溢
れ
る
学
び
舎
で
在
り
続
け
ら
れ

る
支
援
を
、
事
業
の
柱
に
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の

母
校
へ
の
熱
い
思
い
を
少
し
は
形
に

す
る
事
が
出
来
た
も
の
と
、
同
窓
会

長
と
し
て
感
慨
無
量
で
あ
り
ま
す
。

式
典
で
は
、
先
程
、
第
96
回
米
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
で
ア
ジ
ア
初
の
視
覚
効

果
賞
を
獲
得
し
た
、
同
窓
の
山
崎
貴

映
画
監
督
と
在
校
生
と
の
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
監
督
が
映
画
界

へ
進
ん
だ
時
の
学
校
生
活
の
一
端
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
回
想
が
非

常
に
印
象
的
で
し
た
。
ブ
エ
ナ
ビ
ス

タ
で
の
祝
賀
会
に
は
4
0
0
余
名
の

参
加
者
に
加
え
、
東
京
同
窓
会
や
世

界
各
地
の
O
B
と
の
Z
O
O
M
交
歓

な
ど
、
多
岐
に
亘
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

大
盛
況
の
2
時
間
で
し
た
。
前
日
に

は
、
市
民
芸
術
館
主
ホ
ー
ル
に
お
け

る
在
校
生
の
演
劇
部
、
軽
音
楽
部
、

書
道
部
、
吹
奏
楽
部
な
ど
、
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
2
日
間

を
通
し
圧
巻
の
催
し
を
目
に
し
た
事

で
、
1
0
0
年
に
亘
り
3
万
人
余
の

人
材
を
世
に
送
り
出
し
た
母
校
の
歴

史
と
伝
統
の
重
み
を
、
改
め
て
胸
に

刻
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
経
済
状
祝
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
激
な

円
安
で
物
価
や
資
材
の
高
騰
が
凄
ま

じ
く
、
当
初
計
画
時
点
で
の
予
期
せ

ぬ
事
態
が
生
じ
、
特
に
、
主
た
る
記

念
事
業
の
ア
カ
デ
ミ
ー
館
建
設
費
が

25
〜
30
％
も
の
増
額
見
込
み
で
、
当

初
計
画
の
目
標
額
は
達
成
で
き
ま
し

た
が
、
計
画
通
り
の
遂
行
に
は
予
算

の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

こ
へ
き
て
誠
に
心
苦
し
い
限
り
で
す

が
、
皆
様
か
ら
の
更
な
る
御
寄
附
の

御
協
力
を
是
非
と
も
お
願
い
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
記
念
事
業
が

計
画
通
り
完
了
で
き
ま
す
よ
う
、
実

行
委
員
会
一
同
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
方
、
は
じ
め
ま

し
て
。
こ
の
度
長
野
県
教
育
委
員
会

事
務
局
学
び
の
改
革
支
援
課
か
ら
赴

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
腰
原
智

達
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

本
校
は
、
初
代
校
長
小
松
武
平
先

生
の
「
質
実
剛
健
で
あ
れ
」「
大
道
を

闊
歩
せ
よ
」「
弱
音
を
吐
く
な
」
と
い

う
三
大
遺
訓
を
「
縣
陵
三
大
精
神
」

と
し
て
今
日
ま
で
連
綿
と
受
け
継
い

で
い
る
一
方
、
生
徒
が
進
路
希
望
を

実
現
す
る
た
め
の
進
学
型
単
位
制
や
、

生
徒
が
自
ら
計
画
す
る
「
個
別
海
外

研
修
」
の
実
施
等
、
地
域
や
時
代
の

要
請
に
も
的
確
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
易
と
流
行
の
均
衡
を

図
り
つ
つ
、
し
な
や
か
に
「
次
の

1
0
0
年
」
へ
の
挑
戦
を
続
け
る
本

校
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

皆
様
方
に
は
引
き
続
き
お
力
添
え

着
任
の
ご
挨
拶

を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

え
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
コ
ン
テ
ス

ト
で
も
上
位
に
入
賞
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
デ
ー
タ
駆
動
型
社

会
の
到
来
は
、
明
ら
か
に
生
徒
に
影

響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
に
は
、

数
理
リ
テ
ラ
シ
ー
と
社
会
を
読
み
解

く
力
を
両
輪
で
育
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
施
設
・
条
件
整
備

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
7
年
前
、
本
校
に

w
ifi

を
敷
設
し
、
生
徒
にiPad

を
持

た
せ
る
と
決
定
し
た
際
、
導
入
に
あ

た
っ
て
は
時
期
尚
早
で
は
と
い
う
戸

惑
い
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し

そ
れ
も
今
や
全
国
当
た
り
前
の
光
景

と
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
や
A
I
の
活
用
、
と
聞
く
と
、
私

の
よ
う
に
文
系
の
人
間
は
尻
込
み
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
数
年
先
を

見
越
し
た
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
勇
気
と
思
考
の
転
換
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
縣
陵
は

初
代
・
小
松
武
平
先
生
か
ら
新
た
な

時
代
の
扉
を
開
け
続
け
、
百
年
の
間
、

常
に
最
先
端
を
走
っ
て
き
た
学
校
で

創
立
百
周
年
記
念
式
典
で
は
、
同

窓
会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
改
め
て
皆
様
に
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
3
年
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
元
年
」
で
し
た
。
今
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
発
達
に
よ
り
、
社
会
は
膨

大
な
デ
ー
タ
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
災

害
に
お
い
て
も
、
A
I
や
デ
ー
タ
活

用
で
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
場
面
が

多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
社
会

に
お
い
て
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
が

社
会
課
題
を
読
み
解
く
力
と
し
て
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
「
情

報
Ⅰ
」
が
共
通
必
履
修
科
目
と
な
り
、

大
学
で
も
関
係
学
部
の
新
設
が
相
次

い
で
い
る
ほ
か
、
企
業
で
は
デ
ジ
タ

ル
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
探
究
の
姿
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
の
本
校
生
徒

の
探
究
活
動
の
傾
向
と
し
て
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
等
を
使
っ
た
「
デ
ジ
タ

ル
も
の
づ
く
り
系
」
や
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
を
活
用
し
た
課
題
探
究
が
増

創
立
百
周
年
を
祝
し
て

前
学
校
長
　
德
永
　
佳
代

1
0
1
ペ
ー
ジ
目
へ
の
挑
戦

新
学
校
長
　
腰
原
　
智
達

と
し
み
ち　
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進
路
支
援
関
係
報
告

進
路
室
主
任

小
澤
　
健
二

す
。
学
校
推
薦
型
や
総
合
型
の
合
格

者
数
は
、
大
学
等
の
入
試
定
員
割
合

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
比
較
す
る
と

そ
れ
ほ
ど
増
え
ず
、
ほ
ぼ
昨
年
並
み

で
し
た
。
医
学
部
医
学
科
へ
は
、
国

立
大
学
で
2
名
、
私
立
大
学
で
2
名

合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

浪
人
で
す
。

気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

デ
ー
タ
を
整
理
し
て
い
て
の
印
象
と

し
て
、
い
く
つ
も
の
大
学
を
受
験
し

な
が
ら
不
合
格
を
一
つ
も
持
た
な
い

生
徒
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
第
一
希

望
へ
合
格
進
学
し
て
い
っ
て
喜
ば
し

い
の
で
す
が
。

３
年
生
の
受
験

教
育
課
程
は
ほ
ぼ
10
年
ご
と
に
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
過
去
の
例
を
見

る
と
、
教
育
課
程
が
変
更
し
た
最
初

の
入
試
は
、
浪
人
生
が
か
な
り
の
強

さ
を
示
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

り
ま
し
た
が
杞
憂
で
し
た
。

夏
休
み
明
け
の
第
一
志
望
校
調
査

で
は
、
昨
年
度
よ
り
国
公
立
大
学
が

減
り
、
私
立
大
学
の
方
が
多
か
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
収
束
も
影
響
し
て
い
る
で
し
ょ

う
。
大
学
の
種
類
も
増
え
、
地
域
も

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
の
国
公

立
大
学
進
学
者
は
1
2
0
名
と
昨
年

度
よ
り
減
少
し
、
私
立
は
1
1
5
名

と
増
加
し
ま
し
た
。
短
大
・
大
学

校
・
専
門
学
校
・
海
外
の
教
育
機
関

等
へ
15
名
進
み
、
浪
人
は
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
て
65
名
で
し
た
。
浪
人

の
う
ち
約
20
名
は
合
格
大
学
を
持
ち

な
が
ら
の
再
挑
戦
で
す
。

合
格
状
況

大
き
な
特
徴
は
、
私
立
大
学
の
合

格
延
べ
数
の
激
増
で
す
。
例
年
の
約

3
割
増
し
で
し
た
。
入
試
機
会
の
複

数
化
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
生
徒
の

頑
張
り
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

日
頃
か
ら
同
窓
会
の
皆
様
よ
り
物

心
両
面
に
わ
た
り
温
か
い
ご
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
自
習
室

と
し
て
土
日
や
祝
日
も
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
陵
友
館
も
、
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
進
路
指
導
係
か
ら
進
路
支

援
係
に
変
わ
っ
て
一
年
た
っ
た
進
路

室
か
ら
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

進
路
概
況

こ
の
三
月
の
卒
業
生
は
大
半
が
進

学
し
就
職
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
共
通
テ
ス
ト
で
情
報

が
加
わ
る
な
ど
大
学
入
試
は
新
教
育

課
程
対
応
に
な
り
ま
す
の
で
、
浪
人

し
た
く
な
い
と
考
え
る
受
験
生
が
全

国
的
に
例
年
よ
り
多
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
本
校
生
も
よ
く
検
討
し
、

共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
で
見
る
と
、

文
系
科
目
で
特
に
よ
い
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。
55
分
授
業
か
ら
50
分
授

業
に
変
わ
っ
た
影
響
等
の
心
配
も
あ

課
程
が
変
わ
る
の
で
浪
人
で
き
な
い

と
い
う
中
で
の
浪
人
は
、
普
段
の
年

の
浪
人
よ
り
強
い
の
で
し
ょ
う
。
全

国
的
に
今
年
の
3
年
生
は
大
変
で
す
。

本
校
の
職
員
は
生
徒
の
進
路
希
望

実
現
の
た
め
に
今
後
も
力
を
惜
し
ま

な
い
つ
も
り
で
す
。
ど
ん
な
方
面
へ

の
就
職
も
進
学
も
支
援
し
ま
す
。
生

徒
の
真
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

表Ⅰ　令和6年3月卒業生の進路〔進路先〕（2024.４.６現在）
大学〔短大〕進学

男 子

合 計

表Ⅱ　国公立大学合格者数の推移〔延数〕

表Ⅲ　私立大学合格者数の推移〔延数〕

表Ⅳ　短期大学現役合格者数の推移〔延数〕

大
学
校

海
外
教
育

機
関

専
　
　
門

就
　
　
職

浪
　
　
人

合
　
　
計

国
公
立

私
　
立

国
公
短

私
立
短

女 子

3

59

120
235

35

115
2

0

（1）
（1）

（3）

（1）

（2）
（5）
（7）
（2）
（1）
（2）
（1）
（2）

（4）
（1）
（6）
（5）
（6）
（39）
（1）
（1）

（1）

（1）
（1）

（1）
（2）
（1）
（1）
（2）
（2）

計
1 
2 
2 
3 
1 
1 
1 
2 
7 
7 
2 
1 
2 
1 
2 
1 
5 
2 
7 
9 
6 
43 
1 
1 
2 
1 
1 
2 
2 
1 
1 
1 
1 
3 
2 
1 
2 
2 

国公立大学名
北海道
北海道教育
弘前
東北
山形
福島
茨城
筑波
群馬
埼玉
千葉
お茶の水女子
電気通信
東京海洋
東京学芸
東京工業
横浜国立
新潟
富山
金沢
山梨
信州
岐阜
愛知教育
名古屋
三重
滋賀
京都
広島
山口
宮崎
秋田県立
群馬県立県民 
高崎経済
前橋工科
千葉県立保健
東京都立
神奈川県立保健

（3）
（2）
（13）
（1）
（7）
（1）
（1）
（18）
（8）
（2）
（3）
（7）
（3）
（2）

（5）
（2）

（1）
（11）
（1）
（1）
（2）
（1）
（1）
（1）
（3）

（2）
（7）
（9）
（4）
（1）

（1）
（5）
（2）
（3）

計
3 
3 
29 
1 
12 
1 
1 
25 
15 
3 
3 
8 
3 
2 
1 
7 
2 
3 
4 
14 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
3 
1 
4 
7 
10 
5 
1 
1 
1 
5 
2 
3 

私立大学名
東京薬科
東京理科
東洋
日本体育
日本
日本女子
文京学院
法政
武蔵野
武蔵野美術
明治
明治学院
明治薬科
明星
ヤマザキ動物
立教
立正
早稲田
麻布
神奈川
神奈川工科
鎌倉女子
関東学院
鶴見
横浜薬科
新潟医療福祉
金沢工業
山梨学院
清泉女学院
長野保健医療
松本
松本看護
松本歯科
岐阜医療科学
聖隷クリストフ
常葉
愛知
愛知学院

（1）
（18）
（6）
（2）
（1）
（5）
（3）
（1）
（3）
（5）
（1）
（9）
（2）
（1）
（2）
（2）
（1）
（5）
（1）
（11）
（8）

（1）
（19）
（1）
（9）
（1）
（1）
（1）
（1）
（3）

（1）

計
1 
1 
23 
7 
2 
1 
5 
3 
1 
8 
5 
1 
9 
2 
1 
2 
3 
1 
10 
1 
23 
15 
1 
1 
31 
1 
14 
1 
1 
1 
1 
3 
1 
1 
1 

私立大学名
愛知工業
愛知淑徳
中京
中部
東海学園
豊田工業
名古屋外国語
名古屋学院
名古屋芸術
南山
日本福祉
藤田医科
名城
京都外国語
京都芸術
京都産業
京都女子
京都橘
同志社
同志社女子
立命館
龍谷
大阪歯科
関西
近畿
大和
関西学院
甲南
神戸薬科
兵庫医科
武庫川女子
奈良
岡山理科
西南学院
福岡

（3）
（2）
（1）

（1）

（3）
（2）
（1）
（1）
（5）
（1）
（1）
（2）

（1）
（1）
（1）
（1）
（1）

計
4 
2 
2 
1 
1 
1 
4 
4 
1 
3 
5 
1 
1 
2 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

国公立大学名
横浜市立
長岡造形
富山県立
石川県立
金沢美術工芸
福井県立
都留文科
公立諏訪東京
長野
長野県看護
長野県立
静岡県立
静岡文化芸術
愛知県立
名古屋市立
京都市立芸術
神戸市外国語
兵庫県立
奈良県立
福岡女子

（4）
（1）
（2）
（10）
（1）
（4）
（1）
（2）
（4）
（3）
（8）
（1）
（2）
（3）
（3）
（2）
（1）
（1）
（2）
（22）
（1）

（2）
（4）
（1）
（6）
（7）
（4）
（1）
（12）
（1）
（2）
（3）
（1）
（2）
（2）
（9）
（1）

計
4 
1 
3 
18 
1 
9 
2 
8 
7 
3 
8 
1 
2 
3 
4 
2 
1 
2 
2 
24 
1 
1 
3 
6 
1 
9 
7 
5 
2 
14 
1 
2 
3 
1 
2 
4 
13 
1 

私立大学名
桜美林
大妻女子
学習院
北里
共立女子
杏林
慶應義塾
工学院
國學院
国士舘
駒澤
産業能率
実践女子
芝浦工業
順天堂
昭和
昭和薬科
成蹊
成城
専修
創価
大正
大東文化
玉川
多摩美術
中央
津田塾
帝京
帝京科学
東海
東京医療学院
東京家政
東京工科
東京女子
東京造形
東京電機
東京農業
東京福祉

0

0

2

3 3

9

1

1

0

0

42

65

144

318

61 80 0 2 0 6 0 0 23 174

令和６年３月
卒業生・過年度生の進路状況

及び
過去７年間の

国公立・私立・短期大学の合格者の推移

卒 年
現 役 生
過年度生
合 計

卒 年
現 役 生
過年度生
合 計

卒 年
国 公 立
私 立
合 計

2

2

2

108
43
151

299
282
581

0
3
3

29
101
33
134

31
102
33
135

29
321
171
492

31
256
207
463

29
2
3
5

31
0
5
5

3

3

3

144
45
189

338
284
622

0
2
2

137
39
176

367
180
547

2
1
3

4

4

4

145
37
182

356
244
600

0
2
2

5

5

5

白虹会
2年　神田 仁菜

131
39
170

461
221
682

0
2
2

6

6

6

そ
の
他
1

3

2

表Ⅴ　大学・短大・大学校等合格者数 （　）は現役で内数 （4/6までの判明分）

※最終版はHPを
　ご覧ください

（1）

（4）
（3）
（2）
（1）
（2）
（1）
（7）
（8）
（2）
（24）
（1）
（7）
（1）
（1）

計
2 
1 
6 
3 
2 
1 
2 
1 
7 
10 
2 
81 
1 
7 
1 
1 

私立大学名
酪農学園
東北医科薬科
国際医療福祉
高崎健康福祉
城西
尚美学園
女子栄養
東都
獨協
文教
淑徳
千葉工業
中央学院
青山学院
亜細亜
跡見学園女子

表Ⅵ
専門学校他進学者数
（　）は現役で内数 
（4/6までの判明分）

（1）
（1）

計
1 
1 

短期大学名
新渡戸文化
松本

（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）

計
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

専門学校等名
東京CPA会計学院
HAL東京
東京医薬専門学校
山野美容専門学校
上田情報ビジネス
大原簿記情報ビジネス医療
長野美術専門学校
松本理容美容
東海医療科学
大阪モード学園

（2）

（1）

計
2 
1 
1 

大学校名
防衛大学校
防衛医科大学校
南信工科短期大学校

（1）

計

1 

海外教育機関
サウスウエスタン
　コミュニティ
　　　　カレッジ

30
128
54
182

30
307
213
520

30
1
2
3

同
窓
生
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
今
後
と

も
松
本
県
ケ
丘
高
校
へ
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
1
0
1
ペ
ー
ジ
目
の
本

校
も
、
情
報
系
科
目
の
充
実
等
、
新

し
い
挑
戦
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
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【全国大会】

【ブロック大会】

【県大会】
□全国高校サッカー選手権大会
　〇サッカー部　　　　　　ベスト16
□第七六回全国高等学校陸上競技対抗選手権大会
　〇陸上部　　男子三段跳　記録NM
□日本情報オリンピック予選
　〇物理化学部　　敢闘賞　平山栞菜、　三澤陽、
　　　　　　　　　　　　　開出康介、　渡邉陽太
□第4回フラワーカップ高校生英語ディベート大会
　〇インターナショナル部　40チーム中15位（２年）
　　　　　　　　　　　　　　　竹本遥香、　竹村友那、
　　　　　　　　　　　　　　　田邉彩花、　花村怜海、
　　　　　　　　　　　　　　　飯ケ浜知世、橋本あかり、
　　　　　　　　　　　　　　　北原凛乃、　板花舞奈、
　　　　　　　　　　　　　　　中澤舞
□高校生英語ディベートSprinter Cup 2023 Online
　〇インターナショナル部　52チーム中19位　Bチーム
　　　　　　　　　　　　　　　竹村友那、　飯ヶ浜知世、
　　　　　　　　　　　　　　　北原凛乃、　中澤舞、
　　　　　　　　　　　　　　　大久保真衣、田中ひより
　　　　　　　　　　　　　52チーム中39位　Aチーム
　　　　　　　　　　　　　　　竹本遥香、　橋本あかり、
　　　　　　　　　　　　　　　板花舞奈、　木下花奈、
　　　　　　　　　　　　　　　奥原一成、　斎藤ひより
　　　　　　　　　　　　　2nd Best Debater　板花舞奈
□第32回ステューデント・ジャズ・フェスティバル2024
　〇軽音部　　　　優良賞

□北信越高等学校総合体育大会
　〇水泳部　　　　　　　　8名11種目出場
　〇女子ソフトテニス部　　個人出場
　　　　　　　　　　　　　　　松ノ木陽菜・百瀬未菜
　〇陸上競技部
　　　　　女子5000m競歩　記録27分16秒87　 11位
　　　　　　　男子やり投　記録46メートル32　20位
　　　　　　　男子走高跳　記録 1メートル90　 9位
　　　　　　　女子やり投　記録36メートル39　12位
　　　　　　　男子三段跳　記録14メートル15　 5位
□北信越高等学校新人体育大会
　〇空手道部　男子個人形　神戸巴瑠　　7位
　　　　　　　男子団体形　　　　　　　6位
　〇陸上競技部
　　　　　男子ハンマー投　記録34メートル86　13位
　　　　 女子5000m競歩　記録27分44秒3　　　9位
　　　　　　　女子やり投　記録40メートル65　 4位

縣
陵
ナ
ウ
!

猛
禽
類
を
追
い
か
け
て

□長野県高等学校総合体育大会
　〇サッカー部　　　　　　　　ベスト16
　〇男子バスケットボール部　　ベスト16
　〇バドミントン部　学校対抗戦
　　　　　　　　　　　　　　　男子ベスト16
　　　　　　　　　　　　　　　女子ベスト8
　〇水泳部　　　　　　　　　　入賞11種目
　〇女子ソフトテニス部　団体　ベスト8
　　　　　　　　　　　　個人　松ノ木陽菜・百瀬未菜
　　　　　　　　　　　　　　　ベスト16
　〇山岳部　　　　　女子A隊　杉本・住吉・丸山・伏見
　　　　　　　　　　　　　　　1位 → インターハイ出場
　　　　　　　　　　男子A隊　水谷・宮下・川口・東
　　　　　　　　　　　　　　　2位 → 北信越大会出場
　〇卓球部　　　女子学校対抗　ベスト8
　　　　　　　　　シングルス　ベスト16　櫨川悠矢
□長野県高等学校新人体育大会
　〇男子バスケットボール部　　ベスト8
　〇バドミントン部　学校対抗戦
　　　　　　　　　　　　　　　男子3位　女子3位
　　　　　　　　男子ダブルス　土屋・村田　ベスト8
　　　　　　　男子シングルス　村田　　　　ベスト16
　〇水泳部　　　　　　　　　　入賞14種目
　〇女子硬式テニス部
　　　　　　シングルス　 A級　手塚　ベスト32
　　　　　　　ダブルス　 A級　手塚・柳澤　ベスト8
　　　　　　　　　　　　　　　丸山・丸山　ベスト32
　　　　　　　　　　　　 B級　丸山・高橋　ベスト8
　〇空手道部　　　男子個人形　神戸巴瑠　　準優勝
　　　　　　　　　　　　　　　刈間瑛介　　7位
　　　　 男子個人組手76kg級　浅井秀太　　準優勝
　　　　　　　　　女子団体形　7位
　　　　　　　　　男子団体形　準優勝
　　　　　　　　男子団体組手　4位
　〇剣道部　　　　　女子団体　ベスト8
　〇卓球部　　　女子学校対抗　ベスト8
　　　　　　　　男子学校対抗　ベスト16
□長野県高等学校選拔大会　県大会
　〇女子ソフトテニス部　個人　岡村こころ・百瀬未菜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベスト16
□高円宮杯 JFA U-18 サッカーリーグ2023
　〇サッカー部　 長野県2部A　優勝
□長野県U18 2部リーグ戦
　〇男子バスケットボール部　　優勝
□全日本バレーボール高等学校選手権大会長野県大会
　〇男子バレーボール部　　　　ベスト16
□JOC県大会
　〇バドミントン部
　　　　　　　　男子ダブルス　土屋・村田　ベスト16
　　　　　　　男子シングルス　土屋　　　　ベスト16

□第45回長野県高等学校美術展
　〇白虹会　　　　　　　出品　矢口遙香・中野明衣
□NHK全国学校音楽コンクール長野県大会
　〇音楽部　　リーダーズコールとして出場
□第七十六回長野県書道展
　〇書道部　　　　　　　　金賞　中野結衣
　　　　　　　　　　　　　銀賞　上條陽菜、北原萌衣
　　　　　　　　　　　　　銅賞　丸山美紗、辻本咲桜、
　　　　　　　　　　　　　　　　白鳥彩月
□長野県高等学校かるた大会
　〇歌留多部　　　　　　団体戦　第三位
□長野県高校新人かるた大会
　〇歌留多部　　　　　　団体戦　第二位
□第40回長野県高等学校演劇合同発表会
　〇演劇部　　　　　　　優秀賞　第二席
□第13回信州サイエンステクノロジーコンテスト
　　　　　　　　　　　　　　科学の甲子園長野県予選
　〇物理化学部　　　　　総合第3位・実技競技優勝
□第四十九回長野県アンサンブルコンテスト県大会
　〇吹奏楽部　　　打楽器三重奏　銀賞
□第18回長野県高等学校ダンスフェスティバル
　〇ダンス部　　　　　　　　　　審査員特別賞
□第七回長野県高等学校新聞コンクール
　〇新聞部　優秀賞　3位
　　　　　　特別賞（縣陵新聞百周年記念新聞に対して）
　　　　　　　　　　→ 第48回全国高等学校総文祭
　　　　　　　　　　　（清流の国ぎふ総文2024）出場権得
□第11回長野県高校生レシテーションコンテスト
　〇インターナショナル部　Semifinal Round 出場
　　　　　　　　　　　　　　　　橋本あかり、竹本遥香、
　　　　　　　　　　　　　　　　木下花奈、田中ひより
□第31回長野県高校生英語ディベート
　〇インターナショナル部　ベスト8
　　　　　Puppilion Machanon　竹本遥香、近藤咲、
　　　　　　　　　　　　　　　　西尾麻理子、橋本あかり、
　　　　　　　　　　　　　　　　板花舞奈、田邊彩花
　　　　　　2nd Best Debater　板花舞奈
　　　　　　5th  Best Debater　中澤舞
□第30回長野県高等学校写真展
　〇写真部　　展示決定作品10点（うちノミネート6点）
　　　　　　　　　　 優秀賞1点　2024年岐阜総文出品作品
　　　　　　　　　　 奨励賞1点
□第25回長野県高等学校フォトコンテスト
　〇写真部　　　　　　 入選1点
□県大会
　〇棋道部　　　　男子個人A級　井原千洋　四位
　　　　　　　　　男子個人B級　富田覚弥　五位

イラスト :白虹会　3年　内田 つむぎ

所
で
猛
禽
類
の
生
息
種
と
そ
の
個
体
数
、

繁
殖
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
始
め
た
。
調

査
方
法
は
、
全
て
の
神
社
の
林
に
訪
れ
、

猛
禽
類
の
痕
跡
を
ひ
た
す
ら
探
し
、
巣
を

見
つ
け
る
と
い
う
も
の
だ
。
繁
殖
期
に
間

に
合
う
よ
う
調
査
を
始
め
、
多
く
の
林
を

廻
っ
た
。
す
る
と
あ
る
時
に
林
に
立
ち
入

っ
た
瞬
間
に
猛
禽
類
が
居
る
の
か
居
な
い

の
か
が
直
感
で
分
か
る
超（
鳥
）能
力
を
身

に
つ
け
た
。
結
果
、
そ
の
超
能
力
と
も
言

え
る
直
感
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
、
猛
禽
類
の
生
息
可
能
な
林
の
条
件

を
解
明
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
気
づ
き
、

研
究
が
大
き
く
進
ん
だ
。

研
究
も
大
詰
め
と
な
っ
た
昨
年
12
月
上

旬
、
日
本
動
物
学
会
に
て
成
果
を
発
表
す

る
機
会
を
得
た
。
朝
7
時
発
の
特
急
し
な

の
に
乗
り
、
会
場
の
三
重
大
学
に
着
い
た
。

前
日
の
夕
方
ま
で
修
正
を
加
え
た
発
表
ス

ラ
イ
ド
を
映
し
、
発
表
時
間
に
気
を
遣
い

な
が
ら
早
口
な
が
ら
も
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
大
勢
の
大
学
教
授
や
研
究
機
関

の
方
々
の
前
で
の
発
表
、
緊
張
も
し
た
が
、

研
究
結
果
を
人
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
嬉

し
さ
を
感
じ
た
。
幸
い
最
優
秀
賞
を
受
賞

で
き
た
。

私
は
こ
の
松
本
盆
地
、
安
曇
野
の
自
然

環
境
が
好
き
だ
。
安
曇
野
の
美
し
い
自
然

環
境
を
未
来
に
残
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

多
く
の
鳥
と
林
を
見
て
き
た
中
で
生
じ
た

多
く
の
課
題
や
疑
問
を
解
決
す
べ
く
今
後

も
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

猛
禽
類
は
あ
な
た
の
家
の
す
ぐ
近
く
に

･･･

見
か
け
た
際
は
あ
た
た
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。　

私
は
大
の
鳥
好
き
だ
。
高
校
生
活
の
ほ

と
ん
ど
を
野
鳥
の
観
察
と
撮
影
に
捧
げ
て

い
る
ほ
ど
だ
。
そ
ん
な
野
鳥
の
中
で
も
私

が
好
き
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る

の
が
「
猛
禽
類
」
で
あ
る
。
猛
禽
類
と
は
、

主
に
タ
カ
目
・
ハ
ヤ
ブ
サ
目
・
フ
ク
ロ
ウ

目
に
属
す
ト
ビ
や
オ
オ
タ
カ
な
ど
の
肉
食

の
鳥
類
の
こ
と
を
指
す
。
生
態
系
の
頂
点

に
君
臨
し
、
そ
の
地
域
の
生
態
系
の
豊
か

さ
の
指
標
と
な
る
鳥
類
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
中
学
生
の
時
に
オ
オ
タ

カ
と
い
う
猛
禽
類
が
近
所
の
社
寺
林
に
営

巣
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
、
夢
中
で
観

察
を
続
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。
観
察

を
進
め
る
中
で
、
他
の
社
寺
林
に
も
猛
禽

類
は
生
息
し
て
い
る
の
か
疑
問
を
持
っ
た
。

そ
こ
で
縣
陵
生
に
な
っ
て
か
ら
松
本
盆
地

に
存
在
す
る
屋
敷
林
・
社
寺
林
1
0
3
ヶ

2
年
　
田
中
　
　
葉
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白虹会

ギャラ
リー

3 年　田子　紅▲

3 年　矢口 遙香

▲

2年
中野 明衣

▲

3 年　米山 岳彦▲

2年
松下 美月

▲

2年
中野　怜

▲

2年
神田 仁菜

▲

県陵税理士会
会長  古川房男（高17回）

関東信越税理士会  松本支部所属
会長以下 29 名

発足以来 35 年、毎年 8月定期総
会、研修・親睦に団結力は堅く、
研鑽に励んでいます。

創業明治43年

〒399-0005　松本市野溝木工 1‒6‒34
TEL.0263‒25‒5600 FAX.0263‒25‒3890

E-mail ： asakawa-p@po.mcci.or.jp

積み重ねなければ得られない財産があります。

淺川雅史（高11回）
淺川貴央（高41回）

縣　正長（高 17 回）
縣　秀享（高 23 回）

〒390-0815 長野県松本市深志2丁目4-24
TEL 0263-33-9000  FAX 0263-36-6435

http://www.trist.co.jp/

手づくり朝食と大浴場が人気のホテル

全日本ホテル連盟会員・政府登録

2 年　藤松　峻▲

者
に
対
し
、
I
C
T
機
器
に
つ
い
て
発
信

す
る
こ
と
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
現
代
の
高
校
生
の
I
C
T
機
器
に
関

す
る
力
は
政
府
や
保
護
者
か
ら
、
受
動
的

な
立
場
を
取
る
の
で
は
な
く
、
能
動
的
な

立
場
で
、
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

旨
を
伝
え
ま
し
た
。
鋭
い
質
疑
も
あ
り
ま

し
た
が
、
高
校
生
の
代
表
と
し
て
意
見
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
通
し
て
、
挑
戦
し
て
み
た

か
ら
こ
そ
学
べ
る
価
値
観
が
多
く
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
挑
戦
し

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
自
分
の
知

ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
校
生
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
と

多
く
関
わ
る
こ
と
で
視
野
を
大
幅
に
広
げ

る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多

く
の
人
と
の
関
わ
り
か
ら
、
他
の
人
の
意

見
を
聴
い
て
、
自
分
の
意
見
を
深
め
る
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
回
培
っ
た
経
験
を
活
か
し

て
同
世
代
の
先
頭
に
立
て
る
よ
う
な
自
分

の
輝
け
る
新
た
な
世
界
を
見
つ
け
て
い
き

ま
す
。

私
は
、
12
月
19
日
に
I
C
T
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
2
0
2
3
最
終
報
告
会
の
た
め
、

文
部
科
学
省
・
こ
ど
も
家
庭
庁
・
総
務
省

の
3
省
庁
に
訪
問
し
ま
し
た
。

I
C
T
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
う
の
は
、

I
C
T
機
器
の
利
用
に
つ
い
て
高
校
生
の

立
場
か
ら
考
え
、
全
国
の
高
校
生
で
共
有

し
、
国
に
直
接
意
見
を
届
け
、
発
信
し
て

い
く
活
動
で
す
。
長
野
県
大
会
か
ら
始
ま

り
、
全
国
大
会
を
経
て
最
終
報
告
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
長
野
県
大
会
に
は
同
学
年

の
3
人
で
出
場
し
、
全
国
大
会
・
最
終
報

告
会
に
は
1
人
で
出
場
し
ま
し
た
。
2
人

の
支
え
の
お
か
げ
も
あ
り
、
最
終
報
告
会

で
政
府
の
方
々
に
直
接
意
見
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
時

に
、
他
県
と
の
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
各
学
校
で
の
取
り
組
み
の
中
で
、

長
野
県
に
は
な
い
興
味
深
い
取
り
組
み
を

し
て
い
た
り
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
へ
の
重

点
度
な
ど
も
異
な
っ
て
い
た
り
し
て
お
り
、

深
い
学
び
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
得
た
経
験
や
知
識
を
最
終
報

告
会
と
い
う
場
で
生
か

す
こ
と
に
も
繋
が
り
、

よ
り
わ
か
り
や
す
い
発

表
を
し
、
質
疑
応
答
に

も
困
ら
な
い
程
度
の
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

最
終
報
告
会
で
は
、

私
た
ち
高
校
生
が
小
中

学
生
・
親
世
代
・
高
齢

新
た
な
世
界
の
発
見

2
年
　
荒
﨑
　
優
芽
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像
以
上
に
酷
く
、
こ
の
給
水
タ
ン
ク

が
役
に
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
置
い
て

き
ま
し
た
。
約
一
年
後
、
無
償
貸
与

し
て
い
た
タ
ン
ク
は
、
役
目
を
終
え

て
、
当
時
の
佐
藤
町
長
の
感
謝
状
と

共
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
正
月
の
午
後
遅
く
、

長
く
大
き
な
揺
れ
に
2
0
1
1
年
の

災
害
の
記
憶
が
呼
び
戻
さ
れ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
被
害
状
況
が
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
は
必

ず
水
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

す
ぐ
に
被
害
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る

能
登
半
島
地
方
の
各
自
治
体
に
、
給

水
タ
ン
ク
の
必
要
有
無
を
打
診
し
ま

し
た
。
輪
島
市
か
ら
使
い
た
い
と
の

返
信
が
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
チ
ャ
ー

タ
ー
し
、
1
月
10
日
に
2
0
0
0
L

タ
ン
ク
2
個
、
4
0
0
L
タ
ン
ク
15

個
を
現
地
に
届
け
ま
し
た
。
今
回
も
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
役
に
立
っ
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

懸
陵
卒
業
生
は
、
日
本
全
国
の
各

自
治
体
や
企
業
に
就
職
し
、
地
域
や

社
会
の
た
め
に
日
々
尽
力
し
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。
も
し
ど
こ
か
で
給

水
タ
ン
ク
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
連

絡
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

追
い
込
ま
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
が
全
く
入

荷
せ
ず
仕
事
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
頭
に
浮
か
ん
だ

事
は
、
東
北
の
方
々
の
苦
難
を
何
と

か
助
け
る
事
は
出
来
な
い
か
。
社
員

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
弊
社
の

技
術
を
駆
使
し
て
、
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
『
給
水
タ
ン
ク
』
を
製
造
し
ま
し

た
。
自
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
、
被

害
の
大
き
か
っ
た
南
三
陸
町
に
届
け

ま
し
た
。
そ
こ
で
見
た
光
景
は
、
想

ま
ず
年
頭
に
お
き
ま
し
た
能
登
半

島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
校
時
代
は
毎
日
サ
ッ
カ
ー
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

指
導
者
に
出
会
い
、
仲
間
た
ち
に
も

恵
ま
れ
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
に
も
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
塩
尻
市
片
丘
に
あ
る
株

式
会
社
ア
イ
バ
ワ
ー
ク
ス
で
代
表
取

締
役
社
長
を
し
て
い
ま
す
。

弊
社
は
、
重
機
な
ど
の
産
業
機
械

を
運
搬
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
部
分

の
製
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
顧
客
の

要
望
に
合
わ
せ
、
設
計
・
製
作
か
ら

組
み
立
て
・
検
査
ま
で
一
貫
し
て
行

う
架
装
メ
ー
カ
ー
と
し
て
操
業
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
1
年
3
月
の
東
日
本
大
震

災
の
時
に
、
東
北
地
方
の
自
動
車
部

品
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
操
業
停
止
に

同
窓
生
の
コ
ラ
ム

松
林
寺
の
ご
住
職
も
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
何
年
も
過
ぎ
て
、
私
も
高
校

時
代
を
県
陵
で
過
ご
し
、
大
学
卒
業

後
は
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
会
社

員
を
経
て
、
京
都
で
の
僧
侶
に
な
る

修
行
を
終
え
、
27
歳
で
牛
伏
寺
に
戻

っ
た
。

そ
し
て
ま
た
あ
っ
と
い
う
間
に
時

が
過
ぎ
て
三
十
代
半
ば
に
な
っ
た
あ

る
秋
の
午
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
小
野

先
生
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
時
間
が
あ
れ

ば
お
寺
ま
で
来
て
く
れ
る
」
と
い
う

電
話
を
い
た
だ
い
た
。
詳
し
い
説
明

も
無
い
ま
ま
、
す
ぐ
に
伺
う
と
、
広

小
学
3
年
生
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。

何
か
の
折
り
小
野
文
雄
先
生
が
家
に

来
ら
れ
た
。
母
は
お
茶
を
注
ぎ
な
が

ら
「
先
生
、
こ
の
子
ち
っ
と
も
勉
強

も
し
な
い
し
、
本
も
読
ま
な
く
て
」

と
話
す
と
「
君
く
ら
い
の
学
年
な
ら

『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
と
か
『
ク
オ
レ
』

と
か
読
ん
で
み
た
ら
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

そ
れ
以
来
、
小
野
先
生
が
来
ら
れ

る
と
、
ま
た
何
か
難
し
い
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
思
い
、
近
づ
く
こ
と
は
な

か
っ
た
。
当
時
、
小
野
先
生
は
県
陵

の
国
語
教
師
で
あ
り
、
塩
尻
に
あ
る

令和 6年 5月 18 日

給
水
タ
ン
ク
を
被
災
地
へ

恩
師
「
小
野
文
雄
先
生
」

代表取締役　大宮康彦（高17回）

長野県松本市大手3-3-4（大名町）
TEL 0263（32）0057  FAX 0263（34）2561

総合建設業・一級建築士事務所・宅地建物取引業

代表取締役会長　百瀬方康（高22回）

本社：長野県松本市宮渕1-3-30 〒390-8639
TEL 0263-32-8855  FAX 0263-35-1618

代表取締役  井垣孝夫（高23回）

松本市村井町南 3‒15‒37  TEL.(0263）58‒2288
https：//www.naganotomato.jp

食卓を笑顔に。

高
43
回
　
相
場
　
壮
太

高
48
回
　
大
谷
　
宥
秀
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
教
育
普
及
、

作
品
の
収
集
・
保
存
管
理
、
調
査
・
研

究
な
ど
、
美
術
作
品
に
関
わ
る
様
々

な
こ
と
を
行
な
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

県
ケ
丘
高
校
の
同
窓
生
、
ま
た
歴
任

の
教
員
の
方
に
よ
る
作
品
に
出
会
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
松
本
市
美
術
館
に
お
い

て
山
崎
貴
監
督（
高
35
回
）の
デ
ビ
ュ

ー
作
か
ら
最
新
作
を
紹
介
す
る
大
規

模
な
展
覧
会
「
映
画
監
督　

山
崎
貴

の
世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
山
崎

監
督
が
つ
く
り
あ
げ
る
映
像
の
世
界

を
、
絵
コ
ン
テ
や
デ
ザ
イ
ン
画
、
映

像
制
作
の
た
め
に
作
ら
れ
た
ミ
ニ
チ

松
本
駅
か
ら
県
ケ
丘
高
校
へ
と
向

か
う
駅
前
大
通
り
沿
い
に
あ
る
松
本

市
美
術
館
で
、
学
芸
員
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
毎
日
、
朝
夕
に
は
生
徒

の
皆
さ
ん
が
美
術
館
の
前
を
通
っ
て

い
き
ま
す
。
私
の
高
校
時
代
に
は
な

か
っ
た
場

所
で
す
。

学
芸
員

は
、
展
覧

会
の
開
催
、

所
蔵
作
品

に
よ
る
コ

レ
ク
シ
ョ

ン
展
示
、

社
に
入
っ
て
お
り
、
僧
侶
に
な
っ
て

か
ら
は
、
お
会
い
す
る
度
に
「
い
い

歌
で
き
た
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
時
に
添
削
を
し
て
下
さ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
、
先
生
が
ご
他
界
さ
れ
て

か
ら
は
色
々
な
ご
縁
の
中
で
私
が
松

林
寺
の
兼
務
住
職
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
私
に
は
い
ま
小
学
3
年

の
息
子
が
い
る
。
そ
し
て
『
ビ
ル
マ

の
竪
琴
』
と
『
ク
オ
レ
』
を
本
棚
の

片
隅
に
並
べ
て
あ
る
。

い
客
間
で
先
生
と
奥
様
と
二
人
の
女

性
が
楽
し
そ
う
に
話
し
を
し
て
い
た
。

聞
け
ば
、
お
二
人
は
先
生
が
諏
訪
の

高
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
と
き
の
教

え
子
で
、
お
一
人
は
お
付
き
合
い
し

て
い
る
人
が
い
る
け
れ
ど
、
も
う
一

人
の
方
は
い
な
い
と
い
う
。
独
り
身

で
あ
っ
た
私
の
こ
と
を
先
生
は
ふ
と

思
い
出
さ
れ
、
電
話
を
下
さ
っ
た
。

結
局
こ
の
出
来
事
が
妻
と
の
出
会
い

に
な
っ
た
。

先
生
は
長
く
俳
句
を
嗜
ま
れ
て
も

い
た
。
日
は
浅
い
が
私
は
短
歌
の
結

ュ
ア
や
出
演
者
の
衣
装
、
実
物
大
の

セ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
V
F
X
（
ビ
ジ

ュ
ア
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ツ
／
視
覚
効
果
）

の
制
作
過
程
や
完
成
映
像
な
ど
を
通

し
て
紹
介
し
た
展
覧
会
で
す
。
山
崎

監
督
は
大
変
ご
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず
、

展
覧
会
の
た
め
に
映
像
を
制
作
、
ま

た
展
覧
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「Y

-cat

」
を
生
み
出
し
、
展
示
作

業
に
も
連
日
携
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
展
覧
会
は
5
万
5
0
0
0
人
を

超
え
る
入
場
者
が
あ
り
、
大
盛
況
。

そ
の
中
で
も
県
ケ
丘
高
校
の
創
立

1
0
0
周
年
記
念
の
学
校
協
賛
事
業

の
一
環
と
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ま
に

展
覧
会
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。ち

な
み
に
今
年
は
、「
手
塚
治
虫 

ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
展
」、「
北
欧

の
神
秘
展
」、「
香
取
秀
真
展
」、「
ロ

ー
ト
レ
ッ
ク
展
」
と
国
内
外
の
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
っ
て
不
安
定

高
63
回
　
林
　
　
絵
子

区
内
で
は
約
90
の
言
語
が
話
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
安
の

悪
さ
は
ま
だ
健
在
で
、
深
夜
に
ホ
ー

ム
レ
ス
の
男
性
に
追
っ
か
け
回
さ
れ

た
り
、
逃
亡
中
の
強
盗
犯
と
す
れ
ち

が
っ
た
り
、
ひ
っ
た
く
り
の
瞬
間
を

見
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、
ち
ょ
っ
と

そ
れ
な
り
に
怖
い
思
い
も
し
ま
し
た
。

週
末
に
開
か
れ
る
B
l
a
c
k 

c
o
m
m
u
n
i
t
y
の
パ
ー
テ
ィ
ー
、

S
u
n
d
a
y 

S
u
r
v
i
c
e
で
教
会

か
ら
流
れ
て
く
る
聖
歌
、
超
正
統
派

ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
ム
ス
リ
ム
の
人
た
ち
、

自
分
の
ル
ー
ツ
に
誇
り
を
持
ち
な
が

ら
生
き
る
人
た
ち
の
姿
は
や
っ
ぱ
り

か
っ
こ
い
い
。

未
開
拓
で
ア
ナ
ー
キ
ー
な
場
所
ほ

ど
お
も
し
ろ
い
の
は
、
見
え
な
い
先

を
つ
く
っ
て
い
く
好
奇
心
や
、
対
立

な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
葛
藤
や
怒
り
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
良
い
渦
を
つ

く
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
悲
し
い
と
感
じ
た
り
、
怒

っ
た
り
、
悔
し
い
と
思
っ
た
気
持
ち

は
、
消
す
ん
じ
ゃ
な
く
て
大
事
に
し

な
が
ら
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
で
昇
華

し
て
い
か

ね
ば
な
と

思
い
ま
す
。

そ
ん
な

気
持
ち
で

ま
た
持
ち

場
に
戻
る

の
で
し
た
。

16
歳
の
時
か
ら
憧
れ
て
い
た
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
仕
事
。

な
ん
と
か
そ
う
名
乗
れ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
で
に
た
ど
り
着
き
、
東
京
を

拠
点
に
し
つ
つ
、
近
年
は
塩
尻
市
奈

良
井
宿
の
「sug
inomor
i 

brewery
」（
杉
の
森
酒
造
）の

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
地
元
に

関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
機
会
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
夏
、
私
は
4
ヶ
月
間
語
学

留
学
で
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
ま
し
た
。

仕
事
漬
け
だ
っ
た
7
年
間
か
ら
少
し

離
れ
て
違
う
世
界
を
見
た
か
っ
た
の

と
、
言
語
の
壁
を
超
え
て
、
も
っ
と

世
界
中
の
人
と
、
心
の
底
か
ら
話
を

し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

私
の
住
ん
で
た
エ
リ
ア
は
イ
ー
ス

ト
・
ロ
ン
ド
ン
の
H
a
c
k
n
e
y
と

い
う
エ
リ
ア
。
数
十
年
く
ら
い
前
は

治
安
が
か
な
り
悪
か
っ
た
の
で
す
が

賃
料
が
安
か
っ
た
の
で
、
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
住
み

始
め
、
と
て
も
面
白
い
エ
リ
ア
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

（
た
だ
近
年
は
人
気
に
な
っ
て
賃
料

も
あ
が
っ
て
い
る
の
で
状
況
は
少
し

違
う
そ
う
で
す
。）
移
民
の
多
い
こ

の
エ
リ
ア
は
、
約
40
%
が
黒
人
や
エ

ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
出
身
者
で
、

美
術
を
と
お
し
て
の
つ
な
が
り

高
49
回
　
稲
村
　
純
子

私がデザインした「sugimomori brewery」の
「narai」という日本酒

Y-cat
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写
真
部

2 年　田中　葉
県奨励賞

「ヤドリギとレンジャク」

2年　山本　彩央
中信最優秀賞

「色をまとう、」

3年　伏見 　百々花
中信優秀賞

「砂漠のオアシス」

記
念
事
業
委
員
会
は
、
9
月
30
日

の
創
立
百
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀

会
を
担
当
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
北
ア
ル
プ
ス
槍
ヶ

岳
か
ら
の
ラ
イ
ブ
中
継
に
始
ま
り
ま

し
た
。
会
場
の
ま
つ
も
と
市
民
芸
術

館
は
、
現
役
生
徒
は
じ
め
、
同
窓
生
、

関
係
者
が
集
い
満
席
と
な
り
し
た
。

学
校
主
催
に
よ
る
記
念
式
典
は
厳
粛

な
中
に
も
県
陵
ら
し
さ
が
ち
り
ば
め

ら
れ
た
演
出
で
感
動
と
共
感
を
呼
び

ま
し
た
。
校
歌
「
若
き
我
等
」、
応

援
歌
「
覇
権
の
剣
」
の
世
代
を
超
え

た
熱
唱
に
多
く
が
瞼
を
熱
く
し
て
い

ま
し
た
。

式
典
に
続
き
、
後
に
米
国
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
の
映
像
部
門
で
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
る
映
画
監
督
の
山
崎
貴
さ
ん
を

迎
え
、
生
徒
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
も
よ
う
は
、Youtube

に
よ
り
全
国
は
も
と
よ
り
世
界
に
発

信
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
は
、
会
場
を
ホ
テ
ル
ブ
エ

ナ
ビ
ス
タ
に
移
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
４
０
０
余
人
。
百
周

年
に
合
わ
せ
て
作
っ
た「
記
念
酒
」で

高
ら
か
に
杯
を
あ
げ
、
宴
に
入
り
ま

し
た
。
東
京
会
場
や
海
外
と
映
像
で

結
ぶ
企
画
も
交
え
、
母
校
の
新
世
紀

に
思
い
を
馳
せ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
事
業
委
員
会
か
ら

記
念
事
業 

委
員
長

高
　
回
　
柏
澤
　
由
紀
一

26

創
立
百
周
年
事
業
の
中
で
、
総
務

委
員
会
と
し
て
の
役
割
は
各
委
員
会

間
の
交
通
整
理
を
し
、
そ
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
事
業
全
体
の
取

り
ま
と
め
を
図
る
こ
と
で
し
た
。

私
自
身
は
九
十
周
年
事
業
に
お
い

て
も
展
示
会
の
取
り
ま
と
め
役
で
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
り
ま
し
た

が
、
全
体
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
こ

と
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
佐
藤
委
員
長
の
ご
指

導
も
あ
り
各
委
員
会
の
委
員
長
副
委

員
長
の
皆
様
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
無
事
に
百
周
年
記
念
式
典

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
「
県
陵
ア
カ
デ
ミ
ー
会
館

（
仮
称
）」「
あ
が
た
の
泉
」
と
い
う

大
き
な
事
業
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で

そ
れ
ま
で
は
気
を
抜
か
ず
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
事
業
に

対
し
寄
付
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
会
、

学
校
、
P
T
A
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

百
周
年
記
念
式
典
を
終
え
て

総
務
委
員
会 

副
委
員
長

高
　
回
　
酒
井
　
和
男

29

母
校
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
同
窓
会
で
当
委
員
会
に
与
え

ら
れ
た
課
題
は
そ
れ
ま
で
比
較
的
浅

か
っ
た
学
校
側
と
の
交
流
を
深
く
し

て
、
学
校
側
の
同
窓
会
に
対
す
る
要

望
を
聞
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

各
委
員
会
か
ら
上
が
っ
た
「
実
施

し
た
い
記
念
事
業
」
を
検
討
す
る
と
、

目
標
と
し
て
い
る
募
金
額
で
は
、
す

べ
て
の
事
業
を
実
施
す
る
の
は
不
可

能
だ
と
分
か
っ
た
時
に
、
学
校
側
か

ら
の
要
望
の
受
け
入
れ
は
出
来
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。

学
校
へ
の
支
援
は
出
来
な
い
が
、

在
校
生
に
「
同
窓
会
が
頼
り
に
成
る

存
在
だ
」
と
認
識
し
て
も
ら
う
た
め

の
活
動
を
１
０
０
周
年
以
降
も
続
け

て
い
く
こ
と
が
当
委
員
会
の
役
割
だ

と
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

奨
学
金
制
度
の
在
校
生
へ
の
周
知
徹

底
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ
活
動
等
で

個
人
で
活
躍
す
る
在
校
生
に
対
す
る

支
援
や
、
海
外
留
学
の
希
望
者
に
対

す
る
支
援
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
に

対
す
る
支
援
等
の
制
度
化
を
図
る
こ

と
が
、
今
後
の
課
題
と
考
え
ま
す
。

在
校
生
で
い
る
間
に
同
窓
会
を
身

近
に
感
じ
、
多
く
の
卒
業
生
が
、
県

陵
の
同
窓
会
員
だ
と
自
覚
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
活
動
を
続
け
た
い

と
考
え
ま
す
。

教
育
環
境
整
備
・
将
来
像
検
討
委
員
会 

委
員
長

高
　
回
　
吉
江
　
　
孝
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創立100周年記念事業実行委員会報告

白虹会
3年　内田 つむぎ

背景地紋：白虹会 3 年　田子　紅

教
育
環
境
整
備
・

     

将
来
像
検
討
委
員
会

白虹会
3年　矢口 遙香



松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報〔9〕　　令和 6年 5月 18 日 第 42 号

百周年を記念して「百年誌」「県陵人
物誌」「写真集」の発刊を企画し、編集
作業を進めてまいりましたが、当初予定
していた令和6年3月の発刊が遅れるこ
ととなりました。
編集委員会を立ち上げて原稿を集め
始めた矢先にコロナ禍がはじまり、思う
ように進めることができなかったことと、

刊行にあたっては注文数のみの印刷製
本としますが、想定よりも注文数が伸び
悩んだことなどによるものです。
ご注文いただきました方々には、誠に
申し訳なくお詫び申し上げます。心待ち
にして下さる皆様に、発刊のめどが立ち
ましたらあらためてご通知申し上げます。

百周年記念誌刊行遅延のお詫び

2 年　田中　葉
県優秀賞

「春のおとづれ」

昨
年
9
月
30
日
、
長
野
県
松
本
県
ケ
丘
高

等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀

会
が
、
厳
粛
か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
百
周
年
記
念
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
目

標
金
額
8
4
0
0
万
円
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ひ
と
え
に
県
陵
同
窓
生
皆
様
の
ご
協
力
の

賜
物
と
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
理
事
、
各
委

員
会
正
副
部
長
、
委
員
会
委
員
一
同
に
か
わ

り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
細こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
各
種
記
念

事
業
の
他
、
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し

た
主
な
募
金
の
詳
細
は
、
令
和
4
年
5
月
の

同
窓
会
報
に
て
ご
案
内
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、

O
B
と
現
役
生
が
集
い
学
ぶ
県
陵
ア
カ
デ
ミ

ー
館（
仮
称
）の
新
設
又
近
隣
住
民
へ
の
地
域

貢
献
等
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
募
金
の
目
標

金
額
設
定
時
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
初
め
、
世
界
中
経
済
活
動
の
先
行

き
不
安
等
、
我
々
が
初
め
て
経
験
す
る
、
未

曽
有
の
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
段
々
落
ち
着
い
て
き
た

頃
か
ら
、
想
像
も
し
な
か
っ
た
、
物
不
足
に

よ
る
、
物
価
高
騰
等
が
始
ま
り
、
当
初
も
く

ろ
み
の
建
設
予
定
金
額
も
大
幅
に
Ｕ
Ｐ
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
建
設
計
画
が
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
柔
軟
に
、
誇
り

あ
る
全
県
陵
同
窓
生
の
力
を
結
集
し
て
、
こ

の
記
念
す
べ
き
百
周
年
記
念
事
業
の
全
て
が

完
結
で
き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
募

金
委
員
会
委
員
一
同
重
ね
て
感
謝
申
し
あ
げ

御
礼
と
い
た
し
ま
す
。

松
本
県
ケ
丘
創
立
百
周
年

募
金
委
員
会
よ
り
の
ご
報
告

募
金
委
員
会
委
員

高
　
回
　
高
砂
　
礼
次
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創
立
百
周
年
記
念
事
業
中
核
の

「
縣
陵
ア
カ
デ
ミ
ー
館（
仮
称
）
の
新

築
」
で
す
が
、
募
金
の
期
間
中
に
建

築
物
価
が
高
騰
す
る
と
い
う
想
定
外

の
事
態
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

記
念
事
業
の
計
画
で
は
、約
6
0
0
0

万
円
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
事
業
実
施
に
向
け
試
算
を
行

っ
た
と
こ
ろ
当
初
計
画
を
実
行
す
る

に
は
1
億
円
程
度
に
な
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
年
2
月

末
に
建
設
委
員
会
合
同
会
議
を
開
き
、

今
後
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま

し
た
。

〇
築
50
年
以
上
の
現
同
窓
会
館
を
改

　

修
す
る
こ
と
は
建
築
法
令
等
か
ら

　

難
し
い
。
新
築
と
す
る
こ
と
を
再

　

確
認
し
、
事
業
費
は
当
初
の
計
画

　

通
り
6
0
0
0
万
円
と
し
、
予
算

　

内
に
収
ま
る
よ
う
に
建
物
の
設
計

　

を
再
検
討
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
方
針
を
定
め
、
建

設
委
員
会
の
委
員
に
よ
り
ア
カ
デ
ミ

ー
館（
仮
称
）の
新
た
な
試
案
を
再
度

検
討
し
ま
す
。
し
か
し
、
高
校
か
ら

の
情
報
で
は
、
早
け
れ
ば
本
年
8
月

頃
よ
り
本
校
舎
2
棟（
3
階
）の
改
修

工
事
を
予
定
し
、
工
期
は
令
和
7
年

度
末
完
成
と
の
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ

ー
館
建
設
と
の
工
事
調
整
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

会
館
建
設
委
員
会
報
告

会
館
建
設
委
員
会 

委
員
長

高
　
回
　
大
澤
　
慶
哲

24

創
立
百
周
年
を
記
念
す
る
「
百
年

史
・
人
物
誌
・
写
真
集
」
の
刊
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
三
月
の
発
刊

を
予
定
し
、
事
業
の
当
初
よ
り
編
集

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

現
時
点
で
大
幅
に
遅
れ
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。

ご
予
約
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に

は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

八
十
周
年
の
折
に
刊
行
し
た
周
年

史
を
補
完
す
る
「
百
周
年
史
」、
各

分
野
に
偉
大
な
足
跡
を
遺
し
た
卒
業

生
の
歩
み
を
伝
え
る
「
人
物
誌
」、

そ
し
て
貴
重
な
写
真
類
を
見
や
す
く

ま
と
め
た
「
写
真
集
」
の
三
部
作
は
、

わ
が
母
校
の
輝
か
し
い
百
年
を
飾
る

に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
出
版
と
な
り
ま

す
。ご

予
約
部
数
の
み
の
刊
行
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

百
周
年
記
念
誌
写
真
集
編
集
委
員
会 

委
員
長

高
　
回
　
笠
原
　
伸
二

30
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帰
回
春
青

令和 6年 5月 18 日

母
校
愛
の
リ
レ
ー
実
行
委
員
長

新
た
な
百
年
に
向
け
て

　
　
　
　
　  
キ
ッ
ク
オ
フ

高
　
回
　
荻
須
　
真
尚

46

昨
年（
令
和
5
年
）に
、
長
野
県
松

本
県
ヶ
丘
高
等
学
校（
通
称
縣
陵
）は
、

創
立
百
周
年
を
迎
え
、
同
年
9
月
に

は
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
同
窓
生
と

現
役
生
が
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
、

記
念
す
べ
き
年
に
立
ち
会
え
た
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
平
成
3
年
に
県
陵
に
入
学
し

ま
し
た
。
な
ぜ
縣
陵
に
入
学
し
た
か

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
縣
陵
で
サ
ッ
カ

ー
を
や
り
か
っ
た
こ
と
と
、
父
が
縣

陵
の
同
窓
生
で
、
縣
陵
の
仲
間
と
母

校
卒
業
後
も
楽
し
く
つ
き
あ
う
姿
を

見
て
き
た
か
ら
で
す
。

縣
陵
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
サ
ッ

カ
ー
は
下
手
で
し
た
が
毎
日
サ
ッ
カ

ー
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
先
輩
方
の

チ
ー
ム
は
強
く
3
年
間
で
全
国
大
会

に
一
度
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の

先
輩
・
同
期
・
後
輩
ら
チ
ー
ム
メ
イ

ト
は
今
も
つ
き
あ
い
が
続
い
て
お
り
、

様
々
な
場
面
で
助
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

私
が
高
校
2
年
時
に
、
父
達（
高

14
回
生
）が
母
校
愛
の
リ
レ
ー
担
当

で
、
古
い
第
一
体
育
館
で
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
父
も
講
演
会
の
登

壇
者
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
時
の
話

の
内
容
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
4
年
時
、
教
員
免
許
取

得
の
た
め
の
教
育
実
習
で
母
校
県
陵

に
て
二
週
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
父
と
と
も
に
同
窓
会
総

会
な
ら
び
に
懇
親
会
や
新
年
会
等
に

出
席
す
る
な
ど
、
同
窓
生
の
皆
様
と

親
交
を
深
め
、
仕
事
上
の
こ
と
で
も

助
け
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

本
当
に
縣
陵
に
入
学
し
て
良
か
っ

た
。
そ
し
て
、
縣
陵
が
百
年
間
で
培

っ
た
人
材
輩
出
と
同
窓
生
と
の
つ
な

が
り
は
同
窓
会
の
大
き
な
財
産
で
あ

り
、
こ
れ
を
後
輩
達
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

後
輩
の
現
役
生
皆
様
に
は
私
の
思

い
を
母
校
愛
の
リ
レ
ー
で
伝
え
た
い

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

次
の
新
た
な
る
百
年
に
向
け
て
キ

ッ
ク
オ
フ
。

母
校
愛
の
リ
レ
ー
成
功
の
た
め
に
、

同
窓
生
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
た
く
、
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

合
掌

私
達
の
同
期
会
を
「
縣
陵
ニ
コ
ニ

コ
会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は

1
9
7
3
年（
昭
和
48
年
）の
春
の
卒

業
で
あ
る
高
25
回
生
か
ら
来
て
い
て
、

諸
先
輩
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
母
校

愛
の
リ
レ
ー
」
を
前
に
母
校
愛
に
燃

え
て
い
た
仲
間
が
名
付
け
た
会
の
名

称
で
す
。
そ
の
名
に
蛍
雪
の
功
を
讃

え
る
意
な
ど
よ
り
も
、
高
額
の
寄
附

活
動
を
前
に
し
て
も
尚
、「
笑
顔
で
の

再
会
」
を
願
っ
て
の
意
も
込
め
ら
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
私
達
の
卒
業
時
の
記
憶
は
何
と

言
っ
て
も
3
月
に
火
災
で
校
舎
を
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
3
年

間
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
木
造
校
舎

が
灰
燼
に
帰
し
、
駆
け
つ
け
た
同
期

と
柔
道
場
南
の
銀
杏
の
下
で
何
と
も

言
え
ず
い
つ
ま
で
も
佇
ん
で
い
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
卒
業
の
年

が
開
校
か
ら
50
年
目
に
当
た
っ
て
い

ま
し
た
。
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式

典
に
合
わ
せ
同
期
の
卒
業
50
周
年
記

念
集
会「
ニ
コ
ニ
コ
会
」を
開
催
し
ま

し
た
。
同
期
会
の
会
長
で
同
窓
会
の

運
営
に
尽
力
し
て
い
る
宮
嶋
孝
好
君

の
慰
労
を
兼
ね
50
年
振
り
の
再
会
を

祝
う
会
と
な
り
、
卒
業
時
は
3
7
2

名
で
あ
っ
た
仲
間
も
案
内
で
き
た
の

は
2
9
0
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
多
感
の
時
代
を
共
に
過
ご
し

た
仲
間
50
名
余
り
と
久
し
振
り
に
出

会
え
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
仲
間
の
思
い
は
各
人
違
っ

て
い
て
も
50
年
前
偶
然
出
会
っ
た
仲

間
と
今
こ
こ
に
居
る
こ
と
の
大
切
さ

と
多
感
で
自
己
主
張
の
強
い
縣
陵
三

大
精
神
の
輩
が
時
の
流
れ
と
共
に
互

い
の
存
在
を
認
め
合
い
大
切
に
思
え

る
関
係
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
共
感

を
覚
え
る
の
で
し
た
。
50
年
振
り
の

再
会
で
あ
り
な
が
ら
不
思
議
に
昔
の

ま
ま
の
親
し
み
の
通
う
同
期
会
と
な

り
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
毎
年
仲

間
の
訃
報
に
接
す
る
年
齢
に
達
し
た

今
、
50
年
前
は
会
話
を
交
わ
す
こ
と

の
無
か
っ
た
同
期
と
定
期
的
に
顔
を

合
わ
せ
て
呑
み
、
そ
し
て
旅
を
共
に

す
る
仲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
縣
陵
生

で
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

気
の
置
け
な
い
ニ
コ
ニ
コ
会

高
25
回
　
寺
沢
　
　
健同窓会事務局

職員の募集!!
同窓会運営業務の
お手伝いをして
いただけませんか!
※勤務日、給与等詳細については
　お申込み時に相談させていただ
　きます!



松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報

次回、母校愛のリレー事業は 高47回生担当です。
転居・改姓のときには、ホームページの住所変更フォーム
あるいは 同窓会事務局（☎0263-32-0666）へご連絡を！

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会費の納入は、次の4点があります

▲八十二銀行 松本営業部　　　　普通預金　No .1 2 3 1 2 2 0
▲ゆうちょ銀行 清水支店　　　　普通貯金　No .0 0 5 8 0 - 7 - 5 9 3
▲松本信用金庫 本店　　　　　　普通預金　No .0 6 1 6 0 2 7
▲長野県信用組合　　　　 　　　普通預金　No .8 3 8 7 0 3 5
▲長野銀行 松本東支店　　　　　普通預金　No .8 3 8 0 8 3 1
▲JA松本ハイランド本所　　　　普通貯金　No .0 0 0 0 3 0 0
▲JA松本ハイランド松本支所　　普通貯金　No .0 0 0 0 5 9 2
▲JA松本ハイランド塩尻支所　　普通貯金　No .0 0 0 0 4 4 8
▲JAあづみ本所　　　　　　　　普通貯金　No .0 0 0 0 3 5 9

ゆうちょへ他銀行から振り込む場合
［店番］ 0 5 9 　当座　口座番号　0000593
［店名］〇五九　（読み方　ゼロゴキュウ）

いずれも、名義は 松本県ヶ丘高校同窓会 です。

ご協力をお願い致します。ご協力をお願い致します。

〔11〕　 令和 6年 5月 18 日

同窓会費を納めよう!! 同窓会の事業活動は、あなたの同窓会費で支えられています!!

第 42 号

ます。毎号会費納入をお願いしております
が、余り成績は芳しくありません。そこで
本年度も各年次100名を目標に納入率を挙
げる計画を企画いたしました。本会の財政

会費の使い道は、母校支援、会報の発行、同
窓会館・陵友館の維持、同窓会活動等となりま
す。会員各位のご理解をお願いいたします。
右記の口座に是非振込みをお願いします。
その際、氏名のご記入をお願いします。また、
氏名の前に卒業回または年を入れてください。
県外の方は、地元の金融機関に口座をお持ち
でないと思われますので、カードでのお支
払いが有効かと存じます。
同窓会の事業活動は会費がすべてであり

❖令和5年 春の叙勲❖

表彰表彰表彰 受章 おめでとうございます
○瑞宝双光章　高６　　浅川　恭克
○瑞宝双光章　高６　　塩島　弘志
○瑞宝双光章　高６　　山田　二義
○瑞宝双光章　高６　　荻原　聖郷
○瑞宝双光章　高６　　赤羽　義德
○瑞宝双光章　高６　　金井　正富
○瑞宝双光章　高６　　百瀬　万雄
○瑞宝双光章　高６　　三原　好清
○瑞宝双光章　高６　　岩淵　州宏
○瑞宝双光章　高８　　曽根原孝和

○旭日双光章　高14　　中島　芳郎
○瑞宝双光章　高15　　小岩井俊忠
❖令和5年 秋の叙勲❖

○旭日中綬章　高13　　望月　雄内
○旭日中綬章　高17　　本郷　一彦
○瑞宝中綬章　高24　　櫻井　貞文

◇寄贈図書・寄贈品◇
令和4年度 寄贈品 寄贈者

冊　子

資　料

「続 槍峰」長野県松本第二中学校
　　卒業四十五周年記念文集　槍峰会
詩集「リアン賦」
腰原哲朗詩集　２冊・
　  花美術館その歴史とゆくえ いけ花
豊科高等学校百年誌
須坂高校百年史
天災か人災か？　松本雪崩裁判の真実
　　　　　　　　　　　　　泉康子著
屋代高校百年史

大島　正人氏
腰原　哲朗氏

腰原　哲朗氏
常盤　欣司氏
常盤　欣司氏

中島　嘉尚氏
屋代高校

中18-5
高 ７

高 ７
高11
高11

高14

安定のため、各年次のご理解ご協力をお願
いするものであります。

※同窓会費は年額2,000円です。
①同封の郵便局振込用紙を利用するもの
②同窓会指定の金融機関本人名義の口座
　から引落しするもの（5行4農協）
③口座の無い方、クレジットカードなど
　で支払うもの
④現金で直接支払うもの

◇寄付者名簿◇ （敬称略）
《同 窓 会》

永 田 達 郎
山 田 宏 徳
内 山 　 勝
小 出 繁 美
青 木 啓 悟
二 木 定 徳
多田井 幸 視
中 村 成 一
続 木 幹 夫
中 村 英 章
角 田 卓 也
水 橋 史希子
太 田 慶 徳
中 田 哲 幸

赤 羽 和 弥
草 間 克 郎
吉 村 　 徹
髙 山 　 真
西 澤 　 傅
大 堀 栄 貴
前 田 節 子
稲 田 洋 介
小 澤 賢 一
田 澤 直 人
遠 藤 正 典
奥 原 貞 夫
竹 内 忠 彦
宮 本 清 道

山 田 宗 保
三 澤 清 重
高 山 正 宣
平 野 義 博
野 中 秀 司
佐々木 千加子
飯 嶋 まりこ
笠 原 瑞 樹
赤 羽 利 樹
藤 森 泰 彦
掛 川 有 一
早 川 雅 子
吉 江 宏 文

《奨 学 金》

「元量度人品妙経」
　　  お経の写し1.6ｍ×60ｃｍ（額）
「夏花乱舞」F6（絵画）
山埼貴の世界（図鑑）
100周年記念式典他記録DVD

瀧澤　悦男氏
牛越　克己氏
松本市美術館
テレビ松本

高11
高11

❖令和5年 高齢者叙勲❖
○瑞宝双光章　高６　　柳澤　孝雄

ITソリューション・ソフトウェア開発

「信頼・安心」を大切に、お客様と心通うＩＴソリューションをご提案します

代表取締役　戸谷 典孝（高29回）

〒390-1701 松本市梓川倭 3820-1
TEL:0263-78-8003（代表）
https://www.a-i-d.co.jp

AID 四柱神社
宮司 宮坂信廣（高25回）

松本市大手 3-3-20〒390-0874
TEL 0263（32）1936
FAX 0263（32）1942

https://www.go.tvm.ne.jp/~yohasira

松本市大手 3-3-5（松本市立博物館前）

営業時間　平日9時～19時　土・日・祝10時～17時
定 休 日　月曜日・年末年始

e-会員のオンライン送金　百周年のオンライン送金と同様にホームページから送金を受け付けます。詳しくは、kenryo.org をご覧ください。

※令和５年度の同窓会への寄付は
　100周年寄付とさせていただきました。
　但し左記２名は同窓会寄付者です。

永 田 達 郎
北和田 清 文
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縣
陵
新
世
紀
へ

ふ
る
さ
と
通
信

ふ
る
さ
と
通
信

縣
陵
の
学
び
を
支
援
す
る
会

高
38
回
　
浅
井
　
俊
貴

第１回講演会資料第２回講演会資料
第３回講演会
YouTube

松本駅お城口には松本市を象徴する３ガク
都「岳都・学都・楽都」の文字が刻まれた時計塔
があります。「岳都」は、松本市観光大使を務め
ていた登山家の田部井淳子さん、「学都」は当
時の菅谷昭松本市長、そして「楽都」は、２月に
ご逝去された世界的指揮者・小澤征爾さんが
揮毫したものです。
「セイジ・オザワ松本フェスティバル」（OMF）
は、1992年に「サイトウ・キネン・フェスティバ
ル松本」（SKF）としてスタート、2015年に現在
の名称に変更されて今日に至っています。フェ
スティバル期間中には、コンサート以外にも、子
どもたちのための音楽会やオペラ、室内楽の
勉強会や出前コンサート、そして姉妹都市や交

流都市でスクリーンコンサートを行っています。
毎年、世界最高水準の音楽を身近に聴いて感
じることができるのは、ここ松本しかないでし
ょう。そのお陰で松本のブランド力が向上し、
国際観光都市として発展してきたと思います。
私はSKF時代に一度だけコンサートに行った
ことがあります。その迫力と、時にはうっとり
とした音色が奏でるハーモニーに感動したこ
とを覚えています。県陵在学中はサッカー部、
音楽にはほとんど縁のない私のような者がこ
んなすばらしい音楽を聴いて良いのだろうか、
もっと音楽に興味深い人が聞くべきではない
のかとすら思った次第でした。また、各地で行
われたスクリーンコンサートも盛況で、県外の
友人からは「感動した、次は松本で聴いてみた
い」との声を何度も聞いたものでした。
「楽都・松本」を象徴するOMF、そして小澤
さんがOMFと共に「楽都・松本」を世界水準
に発展させてくれました。小中学生等が中心
市街地を演奏しながら練り歩き、最後に松本
城をバックに演奏する松本ならではのパレー
ドがこれからも続き、「楽都・松本」がますま
す発展することを望みます。

「楽都・松本」

高34回
前澤　弘一

母
校
は
創
立
百
周
年
を
昨
年
迎
え
ま
し

た
。
母
校
「
縣
陵
」
を
卒
業
し
た
者
と
し

て
、
言
葉
に
な
ら
ぬ
想
い
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
涙
が
出
る
程
心
が
打
ち
震
え

た
の
で
す
。
私
が
、
当
時
絶
叫
し
て
い
た

覇
権
の
剣
は
、
基
定
め
て
64
年
で
し
た
。

（
15
才
の
時
は
そ
う
聞
こ
え
て
い
た
の
で
す
。

最
初
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？
）

い
よ
い
よ
「
ひ
ゃ
く
よ
ね
ん
」
に
な
り

ま
す
。
2
0
4
年
と
謳
う
時
を
目
指
し
、

母
校
は
元
よ
り
、
全
て
の
縣
陵
生
が
共
に

進
化
発
展
し
て
い
き
た
い
未
来
に
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
縣
陵
の
名
声
を
誇

ら
し
げ
に
纏
う
現
役
縣
陵
生
の
キ
ラ
キ
ラ

し
た
姿
を
見
る
に
つ
け
、
自
分
も
も
っ
と

頑
張
っ
て
も
っ
と
応
援
し
た
い
、
そ
う
思

わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

改
め
て
、
縣
陵
の
縣
陵
た
る
伝
統
を
積

み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

縣
陵
の
学
び
を
支
援
す
る
会
が
、
母
校

百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
同
窓
会

か
ら
の
ご
依
頼
に
お
応
え
し
て
行
い
ま
し

た
同
窓
生
の
講
演
会
に
つ
い
て
ご
報
告
致

し
ま
す
。

百
周
年
を
控
え
て
、
ご
準
備
頂
い
て
い

た
先
輩
、
ぜ
ひ
話
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
と

い
う
希
望
が
多
か
っ
た
方
な
ど
、
同
窓
4

名
の
講
演
会
を
企
画
実
行
致
し
ま
し
た
。

中
学
21
回
卒
石
川
元
也
弁
護
士
、
高
校
7

回
卒
巣
山
靖
司
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
高

校
10
回
卒
日
本
高
校
野
球
連
盟
元
理
事
母

校
野
球
部
元
監
督
奈
良
井
宏
美
先
生
、
高

校
40
回
卒
西
村
雄
吉
様
東
洋
経
済
新
報
社

部
長
の
4
名
の
皆
様
で
す
。

第
1
回
講
演
会

2
0
2
3
年
7
月
11
日

あ
が
た
の
森
文
化
会
館
講
堂

講
演
者
：
石
川
元
也
弁
護
士
（
中
21
回
）

ご
来
場
者
80
名

第
2
回
講
演
会

2
0
2
3
年
8
月
26
日

山
辺
公
民
館

講
演
者
：
奈
良
井
宏
美
（
高
10
回
）

講
演
者
：
巣
山
靖
司
（
高
7
回
）

来
場
者
50
名

第
3
回

2
0
2
4
年
1
月
21
日

zoom

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（Youtube

配
信
）

講
演
者
：
西
村
雄
吉
（
高
40
回
）

「
日
野
町
事
件
再
審
、袴
田
事
件
再
審
を
通
じ
て
日

本
の
司
法
を
考
え
る
」中
島
嘉
尚
弁
護
士
、縣
陵
法

曹
会
よ
り
征
矢
芳
友
弁
護
士
、
池
内
好
史
弁
護
士

「
甲
子
園
そ
の
夢
舞
台・裏
側
」

「
年
間
30
回
以
上
話
し
て
い
る
講
演
：
就
職
四
季
報

の
読
み
方
」

－漢方薬・ダイエット・免疫療法相談－

薬剤師 高宮 深音（高32回）

〒390-0811 松本市中央 1-26-1
松本市平田東3-15-3
（南松本郵便局ななめ前）

TEL 0263－34－5056

URL:http://www.keishindo.net
mail:takamiya@po.mcci.or.jp

定休日：日曜・祝日

マツダオート松本ルート19
株式会社 松本マツダオート

代表取締役　林　勇次（高31回）

TEL.（0263）5 8 - 4 3 7 3
https://www.mazda-r19.net

あいそう社
冠婚葬祭・イベントプロデュース
（寺院葬は事前にご相談下さい）

笠原伸二（高30回）

TEL 0263-87-6656

松本市・安曇野市・塩尻市の終活から寺院葬まで

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
論
の
見
直
し
に
向
け
て
」



小澤　岳志（高38回）

〒390-0815　松本市深志3-7-43
TEL：0263-32-6310　FAX：0263-32-7350

https://baifukaku.jp
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説
を
検
証
し
て
い
く
学
び
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
セ
ス
を
、
他
者
と
の

関
わ
り
や
ア
ク
シ
ョ
ン
か
ら
深
め
て

い
く
た
め
、
10
人
い
れ
ば
10
通
り
の

探
究
が
あ
り
、
た
っ
た
１
つ
の
正
解

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
方
と
一
緒
に

授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
た
り
、

授
業
内
で
生
徒
伴
走
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
外
の
機
会

や
人
と
接
続
し
、
思
考
・
実
践
の
フ

ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
て
も
ら
う
仕
掛
け

づ
く
り
も
担
っ
て
い
ま
す
。

3
月
15
日
は
「
母
校
愛
の
リ
レ
ー

1
0
0
周
年
記
念
特
別
編
」
と
し
て

高
45
回
生
の
先
輩
方
が
主
催
す
る
特

別
授
業
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
む
18

名
の
ゲ
ス
ト
の
方
に
ご
来
校
い
た
だ

き
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の

あ
る
講
師
の
方
の
教
室
へ
。

「
T
a
l
k   

Y
o
u
r   

W
i
l
l
」

を
テ
ー
マ
に
熱
い
想
い
や
挫
折
、
未

来
の
こ
と
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

質
疑
・
対
話
と
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の

人
生
は
、
ま
さ
に
探
究
の
連
続
。
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
方
、
価
値
観
に
触
れ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

他
者
と
関
わ
り
、
未
知
と
出
逢
い

｜ 

さ
ぁ
！
今
日
は
何
を
す
る
？

｜
「
楽
し
い
」
っ
て
、
最
強
。

　
松
本
県
ケ
丘
高
校
で
は
、
２
年
生

全
員
が
1
年
間
の
探
究
成
果
を
発
表

す
る
課
題
探
究
発
表
会 「
K
E
N
R
Y
O

Researc
hers 

G
R
A
N
D
–
P
R
I
X
」

（
K
R
G
P
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
最
大
の
探
究
発
表
会
の
ポ

ス
タ
ー
に
は
、
生
徒
が
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
踊
り
ま

す
。
冒
頭
の
2
つ
の
コ
ピ
ー
は
、

K
R
G
P
2
0
2
2
，
K
R
G
P
2

0
2
3
の
も
の
。
2
年
生
の
生
徒
が

1
年
間
の
探
究
活
動
を
通
し
て
感
じ

た
想
い
を
表
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
縣
陵
の
探
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
2
0
2
0
年
度
か
ら

探
究
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
探

究
学
習
は
、

生
徒
一
人
ひ

と
り
が
興

味
・
関
心
や

課
題
意
識
か

ら
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
主

体
性
を
発
揮

し
な
が
ら
仮

な
が
ら
「
わ
た
し
と
社
会
」
を
つ
な

げ
て
い
く
の
が
探
究
の
面
白
さ
だ
と

感
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
学
び
を

「
楽
し
い
な
、
今
日
は
何
を
し
よ
う

か
な
」
と
思
え
る
縣
陵
生
が
最
強
！

で
す
ね
。

ビルから住宅まで、解体工事なら何でもおまかせ下さい!

TEL 0263-25-9201
〒390-0835　松本市高宮東3番35号

株式会社みすず建設
代表取締役　山﨑公郁（高34回）

他
者
と
関
わ
り
、

　
　  
未
知
と
出
逢
う
探
究
を
。

縣
陵
探
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

高
59
回
　
宮
木
　
慧
美

里
山
辺
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

上
兼
　
忠

里
山
辺
支
部
事
務
局
長

高
　
回
17

同窓会
支部便り里

山
辺
支
部
の
会
員
名
簿
は
、
平
成
７

年
９
月
に
先
輩（
故
人
）が
、
本
部
と
連
携

し
名
簿
の
基
礎
を
大
掛
か
り
に
調
査
し
再

発
足
に
至
り
ま
し
た
。

各
支
部
の
存
亡
危
機
の
情
報
を
聞
き
、

役
員
の
悩
み
で
あ
る
「
会
員
加
入
の
意
思
、

確
認
経
過
な
し
」「
一
方
通
行
」「
理
解
協

力
、
参
加
な
し
」
な
ど
を
解
消
す
る
為
に

次
の
行
動
を
と
り
ま
し
た
。

①
、
会
員
の
漏
れ
な
き
完
全
な
名
簿
作
成

　
　
し
、
後
輩
に
引
き
継
ぐ
事

「
本
部
作
成
の
会
員
録
２
０
２
０
年
版
」

か
ら
卒
業
年
次
14
回
〜
30
回
の
里
山
辺
在

住
者
だ
け
を
抽
出
し
、「
現
在
の
支
部
会

員
名
簿（
16
町
会
単
位
）」
と
照
合
し
、
漏

れ
て
い
た
会
員（
64
名
）に
は
、
ハ
ガ
キ
で
、

支
部
の
存
在
と
活

動
を
通
知
し
ま
し

た
。結
果
は
、「
郵

便
不
達
（
住
所
不

明
）」
を
除
き
会

員
名
簿
に
追
加
し

ま
し
た
。

次
に
、
昨
年
の

「
母
校
１
０
０
周

年
記
念
事
業
」
の

実
施
と
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
活
動
再
開

を
機
に
、
令
和
５

年
８
月
９
日
開
催

の
「
里
山
辺
支
部
１
０
０
周
年
祝
賀
会
・

暑
気
払
い
」
の
通
知
を
、
町
会
担
当
理
事

が
、
全
会
員（
こ
の
時
点
２
６
０
名
）の
自

宅
に
届
け
ま
し
た
。
結
果
「
実
家
を
連
絡

先
で
あ
っ
て
も
、
在
住
し
て
い
な
い
（
県

外
）」「
結
婚
し
て
、
在
住
な
し
」
な
ど
が

判
明
し
ま
し
た
。

名
簿
の
照
合
作
業
「
第
２
弾
は
、
卒
業

年
次
31
回
〜
59
回
卒（
現
在
年
齢
35
歳
位
）

同
一
作
業
を
し
、
漏
れ
追
加
対
象
な
ど

１
５
１
名
に
は
、
３
月
22
日
支
部
定
期
総

会
の
通
知
を
届
け
て
頂
き
、
状
況
報
告
頂

き
ま
し
た
。
除
外
抹
消
整
備
は
、
こ
れ
か

ら
で
す
。（
近
く
完
全
名
簿
完
成
予
定
）

②
、
完
成
し
た
名
簿
か
ら「
卒
業
年
次（
学

　
　
年
単
位
）」の
名
簿
を
作
成
す
る
。

同
窓
生
の
女
性
が
多
く
な
り
、
女
性
の

積
極
参
画
、
学
年
会
単
位
の
集
中
強
化
が
、

支
部
事
業
を
浸
透
、
輪
を
広
げ
る
こ
と
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
急
務
と
考
え
る
。

③
、「
県
陵
三
大
精
神
」「
校
歌
」「
覇
権
の

　
　
剣
」

今
回
は
、「
１
０
０
周
年
記
念
D
V
D
」

全
員
で
鑑
賞
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
活
用
）

④
、
里
山
辺
に
居
住
し
、
町
会
・
地
区
内

　
　
で
活
動
す
る
時
に
、
先
輩
・
後
輩
の

　
　
存
在
が
、
大
変
心
強
く
、
特
別
な
理

　
　
解
協
力
を
頂
け
る
も
の
と
信
じ
て
い

　
　
ま
す
!!
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令和5年度　事業報告・決算報告

令和 6年 5月 18 日

科　　目 当 年 度 前 年 度 増　減

正味財産増減計算書
（単位：円）

⒈重要な会計方針
　⑴固定資産の減価償却の方法
　　建物

　⑵消費税等の会計処理
　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
⒉基本財産及び特定資産の増減額及びその残高　　　　　　　　

平成 19 年 4 月 1 日以後事業の用に供した減価償却資産に係る定額法
新会計基準（平成 16 年改正基準）適用初年度の期首の帳簿価額を取得
価額とみなし、適用初年度から実施することとした。
この減価償却を実施するに際して適用する耐用年数は、新規に取得
した場合の耐用年数から経過年数を控除した年数によっている。

科　 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

　土　　　地
　　　　　　 小　計
特定資産
　奨学資金引当預金
　減価償却引当預金
　奨学資金貸付金
　　　　　　 小　計
　　　　　　 合　計

（単位：円）

（注）※1　土地の当期増加額は、固定資産税評価額における評価益の計上額である。

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

財務諸表に対する注記

正味財産増減計算書
（単位：円）令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

支出の部 収入の部

科　目

資産合計

金　額 科　目 金　額

貸借対照表
母校創立100周年記念事業　特別会計

（単位：円）令和6年3月31日現在
資産の部 負債の部

正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
経常費用
　事業費
　　支払助成
　　式典祝賀会関係費
　　記念品制作費
　　広告宣伝費
　　通 信 費
　　消耗品費
　　印 刷 費
　　会 議 費
　　収納代行手数料
  　 雑　 費
当期経常費用計①
過年度費用
　事業費
　　過年度支払助成金
　　過年度式典祝賀会関係費
　　過年度記念品制作費
　　過年度広告宣伝費
　　過年度通信費
　　過年度消耗品費
　　過年度印刷費
　　過年度会議費
　　過年度収納代行他手数料
　　過年度雑費
  過年度費用計②
費用合計③（①＋②）
  収支差額⑥－③
　　  合　計

経常収益
寄付金収入等
　一般寄付金収入
　祝賀会会費収入
　記念品収入
　雑収入

当期経常収益計④
過年度収益
寄付金収入等
　過年度一般寄付金収入
　過年度利息収入
   過年度発足会会費収入
   過年度記念品収入
　過年度雑収入

  過年度収益計⑤
収益合計⑥（④+⑤）
　　  合　計

（単位：円）
科       目 当 年 度 前 年 度 増　減

　負債・正味財産合計

69,147,094
69,147,094
98,509,192

27,196,489
27,196,489

16,113,041
26,570,120
17,673,000
60,356,161
87,552,650

※1
0
0

289
1,126,400
1,500,000
2,626,689
2,626,689

0
0

0
0

2,515,000
2,515,000
2,515,000

27,196,489
27,196,489

16,113,330
27,696,520
16,658,000
60,467,850
87,664,339

289
647,600

13,210,000
53,550
417,500
875,000
254,533

15,458,472

8,679,887
4,436,819
13,116,706
2,341,766

0

0
0

2,341,766
148,497,274
150,839,040

0
150,839,040

289
652,800

13,366,000
9,500
266,000
675,000
285,685

15,255,274

8,001,145
3,737,429
11,738,574
3,516,700

0

0
0

3,516,700
144,980,574
148,497,274

0
148,497,274

0
△ 5,200
△ 156,000
44,050
151,500
200,000
△ 31,152
203,198

678,742
699,390
1,378,132

△ 1,174,934

0

0
0

△ 1,174,934
3,516,700
2,341,766

0
2,341,766

１．令和５年度通常総会
　　　日　時　令和5年6月3日（土）午後5時～6時10分
　　　場　所　松本市勤労者福祉センター　大会議室
　　　　　　　事業報告・決算、事業計画・予算、役員改選、
　　　　　　　100周年記念事業他　　終了後　懇親会は行わず
２．育英奨学金の貸与及び返還事務
　　　5年度貸与者　継続3名、新規0名
　　　　　　　　　 返済予定者14名、うち猶予者0名、完納者2名
３．母校への教育助成
　　　12月22日　100万円助成
　　　新入生（徽章）、卒業生（印鑑）、エアコン貸与金返済
４．母校教育振興への支援
　　　県陵の学びを支援する会への助成、
　　　海外留学支援自販機積立金　128,533円
　　　クラブ活動及び留学生への支援　未実施
５．同窓会費納入への促進
６．学校創立100周年記念事業
　　　記念式典　　　令和5年9月30日（土）9時45分～12時10分
　　　　　　　　　　まつもと市民芸術館　　約1,600名
　　　記念祝賀会　　9月30日（土）午後1時15分～3時55分
　　　　　　　　　　ホテルブエナビスタ　400名
　　　生徒会　クラブ活動発表会
　　　　　　　　　　9月29日（金）午後1時15分～3時30分
　　　　　　　　　　まつもと市民芸術館　　
　　　第13回一虹展　9月12日～24日　松本市美術館
７．母校愛のリレー　令和5年9月29日（金）午前9時30分～12時
８．「同窓会報」第41号発行
　　発行日　5月18日　発行部数　22,000部
９．学校・同窓会・PTA連絡協議会の開催　令和5年5月26日
10．支部・組織の育成強化
　　　開催状況
　　　　東京6月10日、関西7月8日、生坂5月20日、波田5月27日、
　　　　山形5月27日、穂高6月11日、三郷6月17日、塩尻6月24日、
　　　　芳川7月8日、豊科7月22日、鎌田8月6日、里山辺8月9日、
　　　　松本あがた会8月22日、佐久11月25日、木曽11月25日、
　　　　明科11月19日、あづみ野県陵同窓会11月19日、
　　　　入山辺2月25日、波田支部10月20日新米（コシヒカリ）300kg
　　　　フードドライブ寄贈

１流動資産
　  現金預金
　  預け金
２固定資産
　⑴その他固定資産
　　定期預金
　　土　　地

73,579,383
0

5,014,561
19,915,248
98,509,192

流動負債
　一般会計より繰入負債
　前受金
　　 負債合計

26,737,998
2,624,100
29,362,098

正味財産
　正味財産合計

4,281,000
4,663,995
165,000
580,550
482,225
92,200
244,200
173,900
107,029
347,006

11,137,105

0
0

291,884
0

555,297
647,986
1,870,711
1,480,045
5,049,898
323,812

10,219,633
21,356,738
69,147,094
90,503,832

24,181,717
2,793,000
255,610
74,699

27,305,026

62,738,814
12,862
70,000
277,130
100,000

63,198,806
90,503,832
90,503,832

Ⅰ 一般正味財産増減の部
　1 経常増減の部
　（1）経常収益
　　　①特定資産運用益
　　　②受取入会金
　　　③受取会費
　　　④事業収益
　　　⑤受取寄付金
　　　⑥総会・懇親会収入
　　　⑦雑収益
　　　　　経常収益計
　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　②管理費
　　　　　経常費用計
　　　　　当期経常増減額
　2 経常外増減の部 
　（1）経常外収益
　　　　　経常外収益計
　（2）経常外費用
　　　　　経常外費用計
　　　　　当期経常外増減額
　　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　　一般正味財産期首残高
　　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部
Ⅲ 正味財産期末残高

Ⅰ 資産の部
　　1. 流動資産
　　　　現金預金
　　　　流動資産合計
　　2. 固定資産
　　（1）基本財産
　　（2）特定資産
　　（3）その他固定資産
　　　　　　固定資産合計
　　　　　　資産合計
Ⅱ 負債の部
　　　　負債合計
Ⅲ 正味財産の部
　　1. 一般正味財産
　　（うち基本財産への充当額）
　　（うち特定資産への充当額）
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

38,364,380
38,364,380

27,196,489
60,467,850
24,810,321
112,474,660
150,839,040

0

150,839,040
（27,196,489）
（60,467,850）
150,839,040
150,839,040

34,908,073
34,908,073

27,196,489
60,356,161
26,036,551
113,589,201
148,497,274

0

148,497,274
（27,196,489）
（60,356,161）
148,497,274
148,497,274

3,456,307
3,456,307

0
111,689

△ 1,226,230
△ 1,114,541
2,341,766

0

2,341,766
0

111,689
2,341,766
2,341,766

貸借対照表
令和6年3月31日現在

11．各種団体連絡会の推進
　　　第30回県陵新年会（県陵成人式）
　　　令和6年1月3日（水）　ホテルブエナビスタ　127名参加
　　　第74回卒業生（成人）7名参加
12．第21回県陵親睦ゴルフコンペ　令和5年5月21日～22日
　　　浅間カントリーCC　300名参加
　　　100周年記念シンボルマーク付天然水配布
13．同窓会館・陵友館の運営及び維持管理
　　　陵友館の利用　通年利用可（年末年始を除く）
　　　8月29日ダニ騒動、炭酸ガス製剤による空間噴霧、密閉　121,000円
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【 広　報　部 】
広報部長
広報副部長
広報部員
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃

笠原　伸二（高30回）
淺川　貴央（高41回）
宮澤　　郁（高28回）
日下部 英司（高30回）
西森　尚己（高31回）
前澤　弘一（高34回）
西牧　秀章（高34回）
小澤　英俊（高43回）
丸山　　剛（高48回）
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下 川 良 一
小 穴 安 夫
佐々木 利 平
御子柴 英 樹
庵 谷 芳 子
宮 坂 　 剛
古 畑 喜 平
望 月 英 明
金 井 　 潔
佐 藤 雄 一
務 台 方 彦
丸 山 保 雄
深 澤 　 整
丑 山 　 孝
筒 井 武 茂
竹 内 守 孝
松 林 　 尚
高 山 昌 一
小 平 方 水
高 山 末 広
宮 川 辰 巳
曽 我 　 彰
柳 川 康 子
三 溝 敬 二
髙 山 壯 二
寺 畑 正 夫
保 刈 恒 雄
西 田 裕 計
熊 谷 直 孝
大 澤 正 市
竹 村 栄 一
西 村 利三郎
橋 本 昌 夫

旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
中14
中14
中14
中14
中18-5
中18-5
中18-4
中20
中20
中20
中20
中20
中21
中21
高 1
高 2
高 2
高 2
高 2
高 2
高 2
高 2
高 2
高 3
高 3
高 3

寺 崎 　 要
五 味 義 典
本 山 　 正
伊 藤 茂 樹
池 野 節 子
松 木 一 夫
齋 藤 　 悟
尾 崎 　 稔
金 光 昭 明
板 花 宮 志
吉 田 一 雄
早 川 忠 孝
宮 下 亮 二
小 澤 英 男
斉 藤 忠 昭
高 野 義 久
小 平 喜 照
桐 原 俊 文
河 村 俊 治
宮 下 房 夫
有 賀 佐和子
高 山 康 徳
虎 谷 俊 朗
浦 谷 邦 彰
等々力 泰 明
小 松 秀 彰
丸 山 利 高
丸 山 良 雄
平 野 和 民
坂 野 和 紀
島 田 　 曙
宮 入 敏 家
林 　 義 雄

高 3
高 3
高 3
高 4
高 4
高 4
高 4
高 4
高 4
高 5
高 5
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 6
高 7
高 7
高 7
高 8
高 8
高 8
高 8
高 9
高 9
高 9
高 9
高 10
高 10
高 10
高 10
高 11

清 水 貞 夫
笹 川 　 惲
浅 野 和 俊
小 林 健 二
会 田 健一郎
能 勢 　 勇
宮 下 邦 昭
望 月 幸 夫
小 林 義 明
山 越 正 道
太 田 喜 幸
吉 江 弘 紀
萩 原 文 彦
備 前 昌 信
萩 原 祐 親
古 田 昌 則
中 野 光 章
南 山 詔 平
御子柴 　 宏
富 樫 正 一
小宮山 昌 子
高 坂 国 夫
吉 江 秀 徳
古 川 光 雄
中 島 武左衛
赤 羽 俊 雄
髙 梨 敏 明
手 塚 昌 宏
伊 藤 雄 朗
小 林 立 樹
数 野 昌 明
河 原 　 宏
青 木 俊 彦

高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 11
高 12
高 12
高 12
高 13
高 13
高 13
高 13
高 13
高 13
高 13
高 13
高 13
高 14
高 14
高 14
高 14
高 14
高 14
高 14
高 15
高 15

岡 江 正 己
高 山 　 勝
羽 場 正 明
森 　 豊 成
大 宅 康 仁
清 水 　 喬
市 川 　 惺
金 井 邦 廣
細 野 勇 治
伊 藤 幸 博 　
沖 津 久 喜
清 水 静 海
中 澤 忠 一
小 松 　 勝
今 井 鐵 郎
小 川 廣 道
小田多井 昭夫
百 瀬 　 章
本 沢 真 司
長 岩 俊 幸
井 上 光 子
山 崎 琢之進
宇 治 光 彦
一ノ瀬 公 男
石 井 　 壮
青 柳 善 貴
堀 米 眞理子
中 村 光 一
一 志 直 樹
杉 本 和 也
瀬 川 隆 平
平 川 　 明
増 田 貞 夫

高 15
高 16
高 16
高 17
高 17
高 17
高 18
高 18
高 19
高 19
高 19 通
高 20
高 20
高 20
高 21
高 21
高 23
高 24
高 27
高 27
高 27
高 28
高 28
高 29
高 29
高 29
高 29
高 30
高 30
高 54
高 54
高 54
高 54

コ
ロ
ナ
禍
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う･･ 

三
密
回
避
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
移
動
自
粛

な
ど
感
染
防
止
の
名
目
で
半
強
制
的
に
や

ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
余
り
に
多
か
っ
た

記
憶
し
か
な
い
。
人
と
会
っ
て
話
し
て
協

力
し
て
み
た
い
の
も
の
が
社
会
生
活
の
本

質
だ
と
思
う
の
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
な

か
な
か
会
っ
て
話
し
た
り
で
き
な
い
状
況

が
、
か
え
っ
て
人
と
の
繋
が
り
を
強
く
意

識
し
た
月
日
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

昨
年
、
感
染
症
法
上
の
五
類
に
移
行
さ

れ
た
後
、
創
立
百
周
年
記
念
式
典
等
も
無

事
に
執
り
行
わ
れ
、
同
窓
会
と
し
て
も
一

区
切
り
付
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
は
も

っ
た
い
な
い
。
あ
ま
り
に
も
早
い
時
代
変

化
の
な
か
で
で
も
、
知
恵
を
絞
り
つ
つ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
る
今
後

で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

最
後
に
お
忙
し
い
中
，
突
然
の
依
頼
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
快
く
ご
執
筆
い
た
だ
い

た
先
生
方
、
同
窓
生
の
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
お
か

げ
で
順
調
に
編
集
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　  

（
副
部
長
　
淺
川
貴
央
）

　　　

１．令和6年度通常総会
　　　日　時　令和6年6月15日（土）午後5時から
　　　場　所　ホテルモンターニュ松本
　　　　　　　事業報告・決算、計画・予算、100周年記念事業他
　　　　　　　終了後　懇親会（担当高48回生）
２．育英奨学金の貸与および返還事務
　　　 6年度貸与者　継続2名・新規1名（選考委員会令和6年3月12日）
　　　　　　　　　　返済予定者13名（うち新規1名）
　　　　　　　　　　猶予者なし
３．母校への教育助成　　
　　　新入生（校章）、卒業生（印鑑）への記念品贈呈、エアコン貸付金返済
４. 母校教育振興への支援
      　県陵の学びを支援する会への協力、ふるさと納税、
　　　信州学び応援寄付金の促進
　　　クラブ活動及び留学生への助成（教育活動振興助成）
５．同窓会費納入の促進
　　　会費自動振替の推進、会費納入増加対策（各年次100名以上）
６．学校創立100周年事業
　　　記念残事業の推進、隣地北山邸解体 

７．母校愛のリレー　　　令和6年4月27日（土）高46回生　
８．「同窓会報」第42号発行　　
　　　発行日　　5月18日　発行部数　22,000部
９．学校・同窓会・PTA連絡協議会の開催　　5月10日（金）
10．同窓会及び年次の活性化
　　　若手年次・OB会への組織強化、助成金の支援
11．支部組織の育成・強化
12．各種団体連絡会の推進
　　　第31回縣陵新年会（縣陵成人式　75回生）
　　　令和7年1月3日（金）　午後1時から　
　　　場所　ホテルブエナビスタ3階　　　　　　　
13.　第22回縣陵親睦ゴルフコンペへの協力
　　　令和6年5月12日（日）、13日（月）　浅間カントリーCC
14.　ホームページの運用
　　　メールアドレス info@kenryo.org
　　　ホームページ http://kenryo.org/
15.　同窓会館・陵友館の運営および維持管理
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令和 6年 5月 18 日

県陵新年会 報告県陵新年会 報告

期　日：令和６年６月15日（土）
会　場：ホテルモンターニュ松本

（松本市巾上3-2）

総　会：午後5時から
受　付：午後4時から

総会・懇親会のご案内
第39回 縣陵関西同窓会第39回 縣陵関西同窓会 第57回 松本県ヶ丘高等学校 東京同窓会

 総会・懇親会のご案内
第57回 松本県ヶ丘高等学校 東京同窓会

 総会・懇親会のご案内

「Re START」 リスタート

「第30回県陵新年会」
企画部長　高26回  柏澤 由紀一
県陵百周年年度の新年会は、節目
の30回を迎えました。新型コロナの
5類移行後、初めての新年会に、20
歳を迎える第74回生6人を含む127
人が参加しました。今年から司会に
39回の中村美由紀さんに47回の小

島雅代さんが加わり、絶妙のコンビで、会を多いに盛り上げていただきました。
県陵成人式では、昨年参加の松岡大輝くんの司会でそれぞれ20歳の決意、
抱負を語り、参加した同窓生とも積極的に交流していました。第30回の新年
会は、卯年の年男、年女が会を締めましたが、中でも中学20回の赤羽晃嘉さ
んには元気にご登壇いただきました。

令和7年1月3日(金)

令
和
 
年
7県陵新年会令
和
 
年
7県陵新年会

13:00～（3F グランデ）

★ 新年会費（原則前納制）
● 一般会員 6,000円
● 学　　生 3,000円

新春賀詞交歓会
県陵成人式もあります!!

第31回

次

告

回
予

集 れま
!!

■日　時：令和６年７月13日（土）
　　　　　11：30 ～14：00
■会　場：「神仙閣　大阪」大阪駅前第1ビル 12階　
　　　　  （JR大阪駅・メトロ梅田駅より徒歩7分）
■会　費：7,000円

新しいステージに入り、
今迄の懇親会以外に

同窓会の継続・存続についても
語り合いましょう! 日時：令和６年 ６月８日（土）

■受付：12：00～12：30　　■総会・懇親会：12：30～16：00

一、令和５年度事業報告および決算報告・監査報告

一、令和６年度事業計画および予算審議

一、創立100周年記念事業報告

一、その他

議
　
事

同窓会報の配布変更について
同窓会報は今号で42号の発行となりました。
この間、同窓会活動の報告、学校の現況、同窓会員の動向などを
お知らせするために、同窓会員全員への配布を行ってまいりました。
しかし近年頓に送達にかかる費用が増大し、このままでは発行に
支障をきたすほどになりました。またペーパーレス社会が浸透してき
たこともあり、紙ベースでの発行を見直すことも検討されてきました。
このため次年度の第43号は、今年度の年会費を納入していただい
た会員には、従前どおりの配布とし、そのほかの会員には、同窓会ホ
ームページに公開するＷＥＢ版同窓会報をご覧いただくこととします。
会員各位にはご理解を賜りますとともに、あらためて同窓会費の
納入をお願いする次第です。
尚、会報発送後の住所不明での返却分につきましては、住所確認
が困難なため再発行の手配ができません。何卒住所の変更届けを徹
底してお願いします。

クロスワードパズル当選者発表
答え

当選者

A B C D E F G H

● 高19回　原さん　　● 高29回　横山さん
● 高75回　伊藤さん　● 教職員　春日さん
● 2025卒業予定　降籏さん　　　　　以上

101 th Theme

■会場：アルカディア市ヶ谷　私学会館 3階　富士の間
■東京都千代田区九段北4-2-25
　JR中央線/地下鉄市ヶ谷駅から徒歩2分
■TEL:03-3261-9921

従来、総会、懇親会は一部、二部の開催でしたが、
今年から総会懇親会を一体で進行することになります。

テ
ー
マ

５月に

ご案内を正
式に

お出しする

　予定です
。

■連絡先 ■ 会長：田中 伸一
 　090-3845-6849

■ 副会長：本澤 　勝
　 090-5946-6107

抽選で当選しました５名の皆様には、
記念ボールペンセットを贈呈しました。

ひ ゃ く し ゅ う ね ん

会報 第41号 企画


